
判
例
研
究

㈲絨書査調の長校学
中

たれ
さ出

提成作
際

の試入校
高

旧

公
法
判
例
研
究
回
　
新
潟
大
学
公
法
判
例
研
究
会

高
校
入
試
の
際
作
成
提
出
さ
れ
た
中
学
校
長
の
調
査
書
（
内
申
書
）

の
記
載
が
生
徒
の
学
習
権
、
思
想
・
信
条
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の

で
は
な
く
、
校
長
の
教
育
評
価
権
の
裁
量
の
範
囲
内
に
属
す
る
正
当

な
権
限
の
行
使
と
さ
れ
た
事
例

　
　
　
　
i
翻
町
中
学
内
申
書
事
件
控
訴
審
判
決
ー

成

嶋

隆

　
東
京
高
裁
昭
和
五
七
年
五
月
一
九
日
民
事
第
一
一
部
判
決
（
昭
和
五
四
年
㈲
第
七
四
四
号
、
第
七
四
五
号
、
昭
和
五
五
年
㈲
第
九
一
四
号
損
害
賠
償

請
求
控
訴
並
び
に
同
附
帯
控
訴
事
件
）
（
判
例
時
報
一
〇
四
一
号
二
四
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
四
六
七
号
七
〇
頁
）

　
（
原
審
）
東
京
地
裁
昭
和
五
四
年
三
月
二
八
日
民
事
第
五
部
判
決
（
昭
和
四
七
年
⑰
第
二
二
六
四
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
（
判
例
時
報
九
二
哺
号

一
八
頁
）



團

は
　
じ
　
め
　
に

　
昨
年
五
月
一
九
日
、
東
京
高
等
裁
判
所
民
事
一
一
部
（
石
川
義
夫
裁
判
長
）
は
、
わ
が
国
裁
判
史
上
初
め
て
内
申
書
（
調
査
書
）
の

記
載
内
容
が
争
わ
れ
た
訴
訟
に
つ
き
、
第
一
審
判
決
の
主
要
部
分
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
覆
す
判
決
を
下
し
た
。

　
こ
の
訴
訟
を
提
起
し
た
の
は
、
既
に
一
一
年
あ
ま
り
前
に
名
門
と
い
わ
れ
る
東
京
都
千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
を
卒
業
し
た
保
坂
展

人
氏
で
あ
る
。
原
告
（
被
控
訴
人
）
保
坂
氏
の
主
張
は
、
高
校
受
験
の
際
の
内
申
書
に
”
過
激
な
学
生
運
動
に
参
加
し
学
校
当
局
の
指

導
説
得
を
き
か
な
い
生
徒
で
あ
る
“
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
た
め
に
志
望
高
校
に
進
学
で
き
ず
、
ま
た
卒
業
式
へ
の
出
席
も
学
校
当
局
に

ょ
り
禁
止
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
事
実
は
生
徒
の
学
習
権
を
違
法
に
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
に
あ
り
、
被
告
（
控
訴
人
）
千
代
田

区
お
よ
び
東
京
都
に
対
し
て
三
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

　
内
申
書
制
度
は
、
も
と
も
と
“
一
発
勝
負
“
的
な
入
学
筆
記
試
験
に
よ
る
高
校
入
学
者
選
抜
の
弊
害
を
是
正
す
る
目
的
で
、
出
身
学

校
で
の
日
常
的
な
教
育
評
価
を
活
か
す
選
抜
資
料
と
し
て
、
ま
た
進
学
後
の
教
育
指
導
上
の
資
料
と
し
て
登
場
し
た
。
し
か
し
、
受
験

競
争
の
激
化
に
伴
い
、
内
申
書
は
次
第
に
そ
の
選
抜
資
料
と
し
て
の
機
能
を
表
面
化
さ
せ
、
相
対
評
価
法
に
よ
っ
て
点
数
化
さ
れ
た
教

育
評
価
は
、
学
力
検
査
結
果
と
共
に
入
学
者
選
抜
を
決
定
的
に
左
右
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
内
申
書
重
視
の
受
験
体
制
は
、
さ
ら

に
、
受
験
競
争
を
日
常
化
さ
せ
、
内
申
書
は
生
徒
管
理
の
武
器
と
し
て
も
機
能
す
る
に
至
っ
た
。

　
今
日
の
選
別
教
育
体
制
の
制
度
的
集
約
点
と
い
わ
れ
る
内
申
書
が
初
め
て
法
廷
に
引
き
出
さ
れ
、
こ
れ
を
作
成
す
る
教
師
の
権
限
と

生
徒
の
権
利
と
の
関
係
が
争
点
と
な
っ
た
本
件
訴
訟
は
、
「
内
申
書
裁
判
」
・
「
麹
町
中
学
事
件
」
と
し
て
当
初
か
ら
多
大
な
関
心
を
集

あ
、
そ
の
成
行
き
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。



㈲城書査調の長校学
中

たれ
さ出提

成
作際

の試入校
高

燭
　
第
一
審
判
決
は
、
一
九
七
九
年
三
月
二
八
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
民
事
五
部
（
宇
野
栄
一
郎
裁
判
長
）
よ
り
示
さ
れ
た
。
こ
の
判
決

は
、
公
立
中
学
校
生
徒
の
思
想
・
信
条
の
自
由
、
言
論
．
表
現
の
自
由
お
よ
び
生
徒
の
学
習
権
を
根
拠
に
、
本
件
内
申
書
の
記
載
は
教

師
の
教
育
評
価
権
の
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
と
し
て
原
告
の
請
求
を
ほ
ぼ
認
容
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
生
徒
の
学
習
権
保
障
の
観
点

を
貫
き
、
ま
た
「
少
年
審
判
決
定
に
も
似
た
一
つ
の
ト
ー
ソ
の
高
さ
」
（
後
掲
・
森
田
一
審
評
釈
④
）
を
も
示
す
原
判
決
は
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取

り
あ
げ
ら
れ
、
　
一
種
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ソ
を
呼
び
起
こ
し
た
。
教
育
界
に
与
え
た
影
響
も
大
き
く
、
判
決
後
、
違
法
評
定
と
さ
れ
た

「
C
評
定
」
は
内
申
書
か
ら
し
ば
ら
く
姿
を
消
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。
判
決
に
対
す
る
評
価
は
肯
定
論
が
基
調
で
あ
り
、
『
小
説
内
申

書
裁
判
』
の
著
者
、
小
中
陽
太
郎
氏
は
「
教
育
の
右
傾
化
が
心
配
さ
れ
る
と
き
に
、
実
に
名
判
決
」
（
効
沖
砺
靹
坤
灘
峨
罫
一
〇
管
脚
諏
鯖
恥
撃
）
と
賛

辞
を
送
っ
た
。
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
判
決
評
釈
（
唯
舖
即
ス
）
も
、
後
述
の
よ
う
な
問
題
点
の
指
摘
を
含
み
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
判
決

を
肯
定
的
に
評
価
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
被
告
側
は
一
審
判
決
を
不
服
と
し
て
控
訴
し
た
。
控
訴
理
由
書
の
中
で
控
訴
人
は
次
の
よ
う
に
原
判
決
を
批
判
す
る
。
「
被
控
訴
人

の
異
常
な
行
動
を
、
指
導
上
、
特
に
留
意
さ
る
べ
き
こ
と
を
特
記
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
欄
に
記
載
す
る
の
は
、
む
し
ろ
、
教

師
．
学
校
の
義
務
と
い
う
べ
く
、
：
…
・
そ
れ
が
結
果
と
し
て
、
仮
り
に
高
等
学
校
進
学
の
障
害
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
本
件
中
学
校
側

が
違
法
と
さ
る
べ
き
い
わ
れ
は
な
い
。
」
「
心
身
の
未
熟
な
子
ど
も
の
教
育
と
い
う
も
の
は
、
本
来
的
に
、
あ
る
種
の
強
制
に
わ
た
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
学
校
当
局
は
、
学
校
教
育
の
目
的
の
達
成
上
、
必
要
な
限
り
に
お
い
て
、
生
徒
の
基
本
的
人
権

と
い
え
ど
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
制
約
し
う
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
（
雄
講
猷
鱒
鵬
館
評
的
鶴
舞
舗
繊
野

　
今
回
の
控
訴
審
判
決
は
、
右
の
控
訴
人
の
主
張
に
沿
う
”
逆
転
判
決
”
で
あ
る
。
原
判
決
を
破
棄
し
、
内
申
書
の
記
載
に
つ
い
て
の

校
長
の
広
範
な
裁
量
権
を
認
定
し
、
本
件
内
申
書
の
記
載
と
高
校
不
合
格
と
の
間
の
因
果
関
係
を
も
否
定
し
た
。
わ
ず
か
に
卒
業
式
当

日
に
お
け
る
被
控
訴
人
に
対
す
る
身
体
拘
束
の
加
害
行
為
に
つ
い
て
の
み
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
、
一
〇
万
円
の
慰
謝
料
の
支
払
い



燭
を
命
じ
た
。

　
控
訴
審
判
決
が
出
る
や
、
新
聞
は
「
内
申
書
は
校
長
の
裁
量
－
学
習
・
進
学
権
に
制
約
」
へ
伍
斬
肛
）
等
の
見
出
し
で
大
々
的
に
報
道

し
、
テ
レ
ビ
は
「
な
め
ん
な
よ
お
」
の
垂
幕
を
掲
げ
た
判
決
報
告
集
会
の
模
様
を
写
し
出
す
な
ど
、
　
一
審
判
決
同
様
の
反
響
を
呼
ん

だ
。
判
決
に
対
す
る
世
論
と
り
わ
け
教
育
界
の
反
応
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、
一
方
で
は
、
「
こ
れ
で
、
教
師
が
指
導
上
、
自
信
を

失
わ
な
い
で
す
む
よ
う
に
な
る
」
（
鮭
脚
依
琳
孝
識
o
畏
鞭
賊
）
と
い
っ
た
肯
定
的
な
評
価
も
あ
る
が
、
良
心
的
な
教
育
者
は
「
こ
れ
が
裁
判
所
の

最
終
判
断
と
し
て
記
録
に
残
る
こ
と
は
、
日
本
の
司
法
の
名
誉
の
た
め
に
、
我
慢
で
き
な
い
」
（
琳
励
ξ
潮
畑
母
↓
α
）
、
「
日
本
の
教
育
の

未
来
を
拓
く
方
向
に
逆
行
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
…
…
こ
の
裁
判
の
結
果
、
内
申
書
に
何
で
も
か
け
る
と
判
断
す
る
校

長
、
教
師
が
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
天
に
つ
ぽ
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
（
鰍
醐
昏
漱
細
）
と
、
判
決
を
厳
し
く
受
け
と
め
て
い
る
。

　
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
も
既
に
い
く
つ
か
の
評
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
譲
舖
脚
ス
）
、
あ
え
て
拙
評
を
つ
け
加
え
る
必
要
も
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
た
だ
、
評
者
は
以
前
か
ら
、
教
育
の
内
的
事
項
へ
の
法
と
国
家
権
力
の
関
与
の
あ
り
方
如
何
と
い
う
問
題
に
少
な
か
ら
ぬ
関

心
を
抱
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
件
訴
訟
は
、
教
育
評
価
と
い
う
具
体
的
教
育
活
動
を
司
法
審
査
の
姐
上
に
の
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
先
の
問
題
の
具
体
的
素
材
と
し
て
注
目
し
て
い
た
。
対
照
的
な
二
つ
の
判
決
が
出
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
従
来
か
ら
の
問
題
関
心
を

こ
の
具
体
的
素
材
の
中
で
深
め
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
拙
評
執
筆
の
動
…
機
で
あ
る
。
以
下
の
論
述
で
、
一
審
判
決
に
も
か
な
り
言
及
し

て
い
る
（
と
い
う
よ
り
も
、
二
つ
の
判
決
の
比
較
評
釈
の
手
法
を
採
っ
て
い
る
）
の
は
、
右
の
動
機
に
よ
る
。

〔
第
一
審
判
決
評
釈
〕

①
　
平
原
春
好
「
『
内
申
書
裁
判
』
の
判
決
」
教
育
三
七
三
号
＝
一
頁

②
　
永
井
憲
一
「
内
申
書
裁
判
の
東
京
地
裁
判
決
」
冨
竃
ω
。
げ
O
O
一
Z
9
。
。
七
八
頁

③
中
村
睦
男
「
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
人
権
の
保
障
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
四
号
五
五
頁



㈲絨書査調の長校学
中

たれ
さ出提

成
作際

の試入校
高

撒

④⑥⑥⑦⑥⑨⑩⑪⑫
森
田
明
「
教
育
評
価
権
制
約
の
論
理
と
『
学
習
権
』
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
四
号
六
二
頁

森
田
明
「
内
申
書
裁
判
第
一
審
判
決
の
論
点
と
意
義
」
季
刊
教
育
法
三
二
号
一
八
〇
頁

中
山
勲
「
内
申
書
裁
判
と
子
ど
も
の
学
習
権
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
八
五
号
九
八
頁

平
原
春
好
「
『
内
申
書
裁
判
』
の
判
決
」
判
例
時
報
九
二
八
号
一
三
七
頁

青
木
宏
治
「
子
ど
も
の
学
習
権
と
教
師
の
教
育
評
価
権
の
限
界
」
法
学
セ
、
ミ
ナ
i
二
九
四
号
九
六
頁

市
原
昌
三
郎
「
中
学
校
に
お
け
る
生
徒
の
思
想
・
信
条
の
自
由
及
び
言
論
・
表
現
の
自
由
」
教
育
委
員
会
月
報
三
四
八
号
一
二
頁

森
田
明
「
中
学
内
申
書
に
お
け
る
記
載
権
と
そ
の
限
界
」
『
教
育
判
例
百
選
・
第
二
版
』
九
八
頁

小
林
武
「
内
申
書
の
記
載
・
提
出
行
為
に
対
す
る
司
法
判
断
の
方
法
」
南
山
法
学
三
巻
四
号
一
三
三
頁

森
田
明
「
生
徒
の
学
習
権
と
内
申
書
」
『
憲
法
判
例
百
選
皿
』
二
三
六
頁

〔
控
訴
審
判
決
評
釈
〕

①②③④⑥⑥⑦⑧※

中
村
睦
男
「
内
申
書
裁
判
」
法
学
教
室
二
一
二
号
一
〇
二
頁

伊
藤
公
一
「
麹
町
中
学
内
申
書
訴
訟
事
件
」
法
律
の
ひ
ろ
ば
三
五
巻
八
号
四
一
頁

西
村
秀
俊
「
内
申
書
裁
判
控
訴
審
判
決
が
残
し
た
課
題
」
教
職
研
修
一
九
八
二
年
八
月
号
二
七
頁

永
井
憲
一
「
内
申
書
裁
判
の
東
京
高
裁
判
決
」
ピ
餌
≦
ω
o
げ
O
O
一
Z
O
°
幽
。
。
八
七
頁

森
田
明
「
内
申
書
記
載
裁
量
権
の
範
囲
と
限
界
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
七
三
号
八
八
頁

今
橋
盛
勝
「
生
徒
の
学
習
権
と
校
長
・
教
員
の
教
育
評
価
権
」
季
刊
教
育
法
四
二
号
五
二
頁

森
部
英
生
「
教
師
の
教
育
評
価
と
調
査
書
作
成
」
季
刊
教
育
法
四
二
号
六
一
頁

大
田
尭
「
内
申
書
と
子
ど
も
の
人
権
」
法
学
セ
ミ
ナ
⊥
一
ご
三
二
号
一
一
二
頁

本
件
調
査
書
の
文
書
提
出
命
令
申
立
事
件
の
抗
告
審
決
定
（
東
京
高
裁
昭
和
五
一
年
六
月
二
九
日
判
時
八
二
六
号
三
八
頁
）
に
対
す
る
評
釈
と
し



5
8

1

て
、
住
吉
博
「
高
等
学
校
の
入
学
者
選
抜
試
験
の
受
験
に
際
し
受
験
生
の
在
籍
丁
る
中
学
校
長
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
調
査
書
（
い
わ
ゆ
る
内
申

書
）
が
民
訴
法
三
一
二
条
後
段
の
文
書
に
は
該
当
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例
」
判
例
時
報
八
四
一
号
一
四
五
頁
、
又
、
本
件
控
訴
審
に
被
控
訴
人
側
か

ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
と
し
て
、
奥
平
康
弘
「
内
申
書
裁
判
と
教
育
裁
量
」
法
律
時
報
五
三
巻
八
号
六
七
頁
、
が
あ
る
。

〔
事
件
の
概
要
〕

　
原
告
X
は
、
一
九
七
一
年
三
月
に
東
京
都
千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
を
卒
業
し
、
都
立
第
二
六
群
お
よ
び
私
立
全
日
制
普
通
科
高
校
四
校
を
受
験
し

た
が
い
ず
れ
も
不
合
格
と
な
っ
た
。
高
等
学
校
受
験
に
際
し
て
は
、
出
身
中
学
校
長
よ
り
進
学
志
望
先
の
高
等
学
校
長
宛
に
調
査
書
（
脚
働
欝
秘
勘
脚
禰
紹

鯛
駈

刀
j ｪ
送
付
さ
れ
、
高
等
学
校
長
は
調
査
書
、
学
力
検
査
結
果
な
ど
を
判
定
資
料
と
し
て
合
否
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
姻
端
猫
）
。
　
原

告
X
の
受
験
に
際
し
て
、
麹
町
中
学
校
長
A
は
X
の
調
査
書
を
作
成
し
本
件
各
高
校
長
に
送
付
し
た
が
、
該
調
査
書
に
は
、
「
行
動
及
び
性
格
の
記
録
」

欄
の
全
一
三
項
目
中
「
基
本
的
な
生
活
習
慣
」
、
「
自
省
心
」
お
よ
び
「
公
共
心
」
の
三
項
目
に
つ
き
「
特
に
指
導
を
要
す
る
も
の
」
を
意
味
す
る
C
評

定
が
な
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
理
由
と
し
て
備
考
欄
お
よ
び
特
記
事
項
欄
に
「
こ
の
生
徒
は
、
二
年
生
の
と
き
、
校
内
に
お
い
て
麹
町
中
全
共
闘
を
名
乗

り
、
機
関
紙
砦
を
発
行
し
た
。
学
校
文
化
祭
の
際
、
文
化
祭
粉
砕
を
叫
ん
で
他
校
の
生
徒
と
と
も
に
校
内
に
乱
入
し
、
屋
上
か
ら
ビ
ラ
を
ま
い
た
。
大

学
生
M
」
派
の
集
会
に
参
加
し
て
い
る
。
学
校
当
局
の
指
導
説
得
を
き
か
な
い
で
ビ
ラ
を
配
っ
た
り
、
落
書
き
を
し
た
」
旨
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
「
出
欠
の
記
録
」
欄
中
の
欠
席
の
主
な
理
由
と
し
て
、
「
風
邪
、
発
熱
、
集
会
又
は
デ
モ
に
参
加
し
て
疲
労
の
た
め
」
と
い
う
趣
旨
の
記
載

が
さ
れ
て
い
た
。

　
右
の
事
実
は
、
高
校
不
合
格
に
疑
問
を
抱
い
た
X
の
母
親
M
ら
の
調
べ
に
よ
り
判
明
し
た
。
そ
こ
で
X
は
、
本
件
調
査
書
の
前
記
C
評
定
お
よ
び
そ

の
理
由
記
載
等
が
高
校
不
合
格
の
直
接
的
原
因
で
あ
り
、
か
つ
、
本
件
調
査
書
の
作
成
提
出
行
為
は
生
徒
の
思
想
・
信
条
に
基
づ
く
行
為
を
理
由
と
し

て
教
育
上
差
別
し
、
教
師
の
教
育
評
価
権
の
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
学
習
権
を
違
法
に
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
、
国
家
賠

償
法
硝
条
一
項
、
三
条
一
項
に
基
づ
き
麹
町
中
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
千
代
田
区
（
Y
）
お
よ
び
職
員
の
費
用
負
担
者
で
あ
る
東
京
都
（
㌔
）
に
対
し
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て
慰
謝
料
の
請
求
を
行
っ
た
（
調
査
書
関
係
事
件
）
。

　
ま
た
、
X
は
、
本
件
中
学
校
長
A
が
、
一
九
七
一
年
三
月
一
日
に
行
わ
れ
た
同
校
の
卒
業
式
に
X
が
出
席
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
式
場
か
ら
最
も

遠
い
数
室
に
X
を
連
行
し
て
式
終
了
ま
で
監
禁
し
た
の
は
、
学
校
当
局
の
管
理
運
営
権
の
濫
用
で
あ
り
、
X
の
学
習
権
に
対
す
る
違
法
な
侵
害
で
あ
る

と
し
、
前
記
調
査
書
事
件
と
併
せ
て
三
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
を
積
お
よ
び
ぬ
に
請
求
し
た
（
卒
業
式
関
係
事
件
）
。

　
な
お
、
X
は
本
件
各
高
校
を
不
合
格
と
な
っ
た
後
、
都
立
定
時
制
高
校
を
受
験
し
、
合
格
し
た
。
こ
の
際
本
件
中
学
校
長
A
は
、
別
の
調
査
書
を
作

成
・
提
出
し
て
い
る
。

〔
第
闇
審
判
決
の
要
旨
〕

　
請
求
一
部
認
容
・
一
部
棄
却
（
控
訴
）

一
、

{
件
調
査
書
記
載
と
高
校
不
合
格
の
因
果
関
係
に
つ
い
て

　
「
調
査
書
中
に
本
件
備
考
欄
記
載
事
項
の
ご
と
き
記
載
が
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
れ
だ
け
で
各
高
等
学
校
の
入
学
選
抜
を
不
合
格
と
さ
れ
る
可
能

性
が
大
で
あ
っ
た
と
推
認
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
他
面
、
…
…
原
告
が
前
記
各
高
等
学
校
を
不
合
格
と
さ
れ
た
原
因
が
原
告
の
学
習
成
績
に
あ
っ
た

と
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
そ
れ
ゆ
え
、
原
告
が
本
件
各
高
等
学
校
を
不
合
格
と
さ
れ
た
結
果
と
本
件
調
査
書
の
記
載
（
C
評
定
、
特
記
事
項

欄
お
よ
び
備
考
欄
の
記
載
）
と
の
間
に
は
、
「
社
会
通
念
上
、
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
。
」

二
、
本
件
調
査
書
作
成
提
出
行
為
の
違
法
性

　
e
　
「
憲
法
二
六
条
一
項
に
よ
る
と
、
す
べ
て
国
民
は
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
能
力
に
応
じ
て
ひ
と
し
く
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
が
、
こ
の
国
民
の
教
育
を
受
け
る
権
利
は
、
各
自
が
人
間
と
し
て
成
長
発
達
し
、
自
己
の
人
格
の
完
成
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
を
す
る

も
の
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
固
有
の
権
利
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

　
⇔
　
調
査
書
の
行
動
及
び
性
格
の
記
録
に
際
し
て
の
「
分
類
評
定
及
び
理
由
の
付
記
は
、
生
徒
の
右
学
習
権
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
、
客
観
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的
に
公
正
か
つ
平
等
に
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
評
定
が
具
体
的
な
事
実
に
基
づ
か
な
い
か
、
評
定
に
影
響
を

及
ぼ
す
べ
き
前
提
事
実
の
認
定
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
又
は
非
合
理
的
も
し
く
は
違
法
な
理
由
も
し
く
は
基
準
に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
た
場
合
等
に

は
、
当
該
評
定
は
、
不
公
正
、
又
は
不
平
等
な
評
定
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
教
師
の
教
育
評
価
権
の
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
し
て
違
法
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。
」

　
⇔
　
「
公
立
中
学
校
は
教
育
の
場
で
あ
っ
て
、
政
治
活
動
の
場
で
は
な
い
か
ら
、
当
該
中
学
校
の
生
徒
以
外
の
者
が
、
直
接
的
に
は
も
と
よ
り
生
徒

を
通
ず
る
な
ど
し
て
間
接
的
に
で
あ
っ
て
も
政
治
活
動
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
が
、
教
育
の
目
的
が
生
徒
の
人
格
の
完
成
を
め
ざ
し
（
教
基
法
一

条
）
、
思
想
、
信
条
に
よ
り
差
別
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
（
同
法
三
条
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
れ
ば
、
公
立
中
学
校
に
お
い
て
も
、
生
徒

の
思
想
、
信
条
の
自
由
は
最
大
限
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
生
徒
の
思
想
、
信
条
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
生
徒
を
分
類
評
定
す
る
こ
と
は
違
法
な

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
生
徒
の
右
行
為
が
生
徒
の
精
神
的
発
達
に
伴
う
自
発
的
な
行
為
で
あ
る
と
き
に
は
、
当
該
学
校
の
正
常
な
運
営
も
し

く
は
そ
の
教
育
環
境
が
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
学
校
側
の
教
育
の
場
と
し
て
の
使
命
を
保
持
す
る
た
め
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
場
合
は
格
別
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
右
行
為
を
行
動
及
び
性
格
の
点
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ス
の
理
由
と
す
る
こ
と
、
も
し
く
は
か
か
る
要
因
と
し
て
評

価
す
る
こ
と
は
、
違
法
な
理
由
も
し
く
は
基
準
に
基
づ
く
評
定
と
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」

　
㈲
　
原
告
の
行
為
は
「
中
学
生
と
し
て
真
摯
な
政
治
的
思
想
、
信
条
に
基
づ
く
言
論
、
表
現
の
自
由
に
か
か
る
行
為
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
マ
イ
ナ
ス

の
理
由
と
し
、
ま
た
そ
の
要
因
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
違
法
な
理
由
も
し
く
は
基
準
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
本
件
C
評

定
及
び
備
考
欄
記
載
事
項
の
記
載
は
、
「
原
告
が
本
件
各
高
等
学
校
に
進
学
し
教
育
を
受
け
る
権
利
す
な
わ
ち
学
習
権
を
侵
害
し
た
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
」

三
、
分
…
離
卒
業
式
の
適
法
性

　
中
学
校
の
卒
業
式
は
「
教
育
活
動
そ
の
も
の
の
一
環
で
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
中
学
校
時
代
の
最
後
の
学
習
を
す
る
場
で
あ
る
。
」
「
こ
の
式
へ
の
参

加
は
、
生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利
す
な
わ
ち
学
習
権
の
内
容
を
な
す
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
生
徒
は
こ
れ
に
出
席
す
る
権
利
を
有
す
る
も
の
と
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い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
し
か
し
な
が
ら
、
「
あ
る
生
徒
の
勝
手
な
行
動
に
よ
り
卒
業
式
が
混
乱
に
陥
る
と
き
は
、
…
…
右
生
徒
を
他
の
卒
業
生
全
員
の
参

集
し
て
す
る
卒
業
式
に
出
席
さ
せ
な
い
で
、
分
離
し
て
卒
業
式
を
行
う
こ
と
は
、
適
法
な
教
育
上
の
規
制
措
置
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

四
、
卒
業
式
当
日
の
加
害
行
為

　
卒
業
式
当
日
に
本
件
中
学
校
教
員
ら
の
と
っ
た
X
に
対
す
る
身
体
的
自
由
の
拘
束
は
、
本
来
の
卒
業
式
を
円
滑
に
行
う
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
も
、
「
手
段
と
し
て
許
さ
れ
る
相
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
」
り
、
違
法
性
を
欠
く
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
、
被
告
㌔
お
よ
び
ぬ
は
、
本
件
調
査
書
記
載
提
出
行
為
に
関
し
て
各
一
五
〇
万
円
、
卒
業
式
当
日
の
加
害
行
為
に
つ
い
て
各
五
〇
万
円

の
損
害
賠
償
金
を
原
告
に
対
し
て
支
払
う
義
務
が
あ
る
。
原
告
の
そ
の
余
の
請
求
は
失
当
と
し
て
い
ず
れ
も
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

〔
控
舐
審
判
決
の
要
旨
〕

　
一
部
変
更
・
一
部
控
訴
棄
却
・
附
帯
控
訴
棄
却
（
上
告
）

一
、

{
件
調
査
書
作
成
提
出
行
為
の
違
法
性
に
つ
い
て

　
O
　
本
件
調
査
書
の
記
載
内
容
は
、
一
部
を
除
き
「
す
べ
て
被
控
訴
人
の
本
件
中
学
校
に
お
け
る
行
動
と
一
致
し
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
要
約
記

載
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
…
…
極
め
て
些
末
な
行
動
を
取
上
げ
、
こ
れ
を
殊
更
に
針
小
棒
大
に
表
現
し
た
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
。
」

　
⇔
　
「
行
動
及
び
性
格
の
記
録
」
欄
の
「
A
、
B
、
C
の
三
段
階
に
よ
る
評
価
は
、
本
来
相
対
的
な
価
値
判
断
…
…
で
あ
っ
て
、
…
…
中
学
校
長
の

自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
判
断
の
前
提
と
な
っ
た
事
実
の
認
識
に
誤
り
が
あ
っ
た
り
、
前
提
と
な
っ
た
事
実
関
係
か
ら
導
き
出
さ
れ
た

判
断
結
果
が
一
見
明
白
に
不
合
理
な
も
の
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
内
心
的
判
断
と
外
部
に
表
現
さ
れ
た
判
断
結
果
と
が
そ
こ
し
て
い
る
な
ど
特
段
の

事
情
の
な
い
限
り
、
右
裁
量
権
の
行
使
が
違
法
と
さ
れ
る
理
由
は
な
い
。
」

　
⇔
　
「
本
件
調
査
書
の
う
ち
、
備
考
欄
等
の
記
載
は
、
率
直
に
云
っ
て
こ
の
調
査
書
の
送
付
を
受
け
た
高
等
学
校
側
で
被
控
訴
人
を
入
学
さ
せ
る
こ

と
を
た
め
ら
わ
せ
る
感
の
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
学
校
長
が
調
査
書
を
作
成
す
る
に
当
っ
て
は
、
情
実
を
排
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し
、
公
正
を
旨
と
す
べ
く
、
公
正
に
作
成
さ
れ
た
調
査
書
の
記
載
に
よ
っ
て
当
該
生
徒
が
進
学
試
験
に
不
合
格
と
な
る
虞
れ
が
あ
る
と
し
て
も
場
合
に

よ
り
や
む
を
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」

　
㈲
　
「
特
定
の
思
想
信
条
が
思
想
信
条
に
と
ど
ま
る
限
り
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
教
育
上
の
差
別
取
扱
い
を
な
し
え
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、
仮
り
に
そ
れ
が
一
定
の
思
想
信
条
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
…
…
校
内
の
秩
序
に
害
の
あ
る
よ
う
な
行
動
に
ま
で
及
ん
で
来
た
場
合

に
お
い
て
、
中
学
校
長
が
高
等
学
校
に
対
し
、
学
校
の
指
導
を
要
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
事
実
を
知
ら
し
め
、
も
っ
て
入
学
選
抜
判
定
の
資
料
と
さ

せ
る
こ
と
は
、
思
想
信
条
の
自
由
の
侵
害
で
も
な
け
れ
ば
、
思
想
信
条
に
よ
る
教
育
上
の
差
別
で
も
な
い
。
」

　
的
　
「
被
控
訴
人
の
い
う
学
習
権
あ
る
い
は
進
学
権
が
万
人
に
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
各
人
の
能
力
に
応
じ
た
分
量
的
制
約
を
伴
う

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
…
…
明
ら
か
で
、
進
学
に
際
し
、
上
級
学
校
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
能
力
に
よ
る
選
抜
が
当
然
視
さ
れ
る
の
も
そ
の
故
で
あ
る
。
」

調
査
書
は
右
選
抜
の
資
料
と
す
る
た
め
に
作
成
提
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
調
査
書
が
本
人
に
と
っ
て
有
利
に
働
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
不
利
に
働
く

こ
と
も
あ
る
…
…
の
は
事
柄
の
性
質
上
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
本
人
に
と
っ
て
有
利
に
し
か
働
か
な
い
調
査
書
制
度
な
る
も
の
を
想
定
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
。
」

二
、
本
件
調
査
書
の
記
載
と
被
控
訴
人
の
不
合
格
と
の
間
の
因
果
関
係
に
つ
い
て

　
e
　
都
立
高
校
の
場
合
は
、
「
調
査
書
中
の
学
習
の
記
録
等
と
学
力
検
査
と
の
総
合
成
績
の
よ
い
者
の
順
に
群
の
入
学
候
補
者
を
決
定
す
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
」
が
、
「
行
動
及
び
性
格
の
記
録
の
各
項
目
中
C
の
評
定
が
あ
る
た
め
に
総
合
成
績
が
合
格
圏
内
に
あ
る
の
に
か
か
わ
ら
ず
不
合
格
と
な

っ
た
例
は
…
…
昭
和
四
八
年
以
前
に
は
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
し
て
み
れ
ば
、
「
C
評
定
が
あ
る
た
め
に
…
…
入
試
不
合
格
と
な

る
と
予
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
訳
で
あ
る
し
、
又
備
考
欄
等
及
び
欠
席
の
主
な
理
由
欄
の
前
記
記
載
に
つ
い
て
も
、
特
に
そ
の
よ
う
な
予
測
が
可
能

で
あ
っ
た
と
す
る
資
料
は
な
い
。
」
ゆ
え
に
、
「
右
各
記
載
と
被
控
訴
人
の
都
立
高
等
学
校
入
試
不
合
格
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
」

　
⇔
　
私
立
高
校
の
場
合
は
、
学
力
試
験
及
び
面
接
の
各
結
果
、
調
査
書
の
記
載
の
三
者
が
選
抜
資
料
と
さ
れ
る
が
、
「
本
件
調
査
書
の
記
載
は
、
未
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だ
、
あ
ら
ゆ
る
私
立
高
等
学
校
に
お
い
て
面
接
の
結
果
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
入
試
不
合
格
の
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
も
の
と
ま
で
は
い
え
ず
、
当
該

高
等
学
校
の
方
針
如
何
に
よ
っ
て
は
合
格
も
あ
り
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
畢
寛
す
る
と
こ
ろ
、
本
件
調
査
書
の
記
載
と
本
件
各
私
立
高
等

学
校
に
お
け
る
被
控
訴
人
の
入
試
不
合
格
と
の
間
に
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
と
ま
で
は
い
え
な
い
。
」

三
、
分
離
卒
業
式
関
係
の
請
求
に
つ
い
て

　
e
　
「
校
長
が
被
控
訴
人
を
本
件
卒
業
式
に
出
席
さ
せ
れ
ば
、
卒
業
式
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
る
虞
れ
が
あ
り
、
か
か
る
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
被
控
訴
人
に
対
し
本
件
卒
業
式
に
出
席
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
被
控
訴
人
の
た
め
に
は
別
に
卒
業
式
を
行
う
ほ
か
な
い
と
し
た
こ
と
は
や
む
を
得

な
い
措
置
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

　
⇔
　
「
被
控
訴
人
は
中
学
校
を
卒
業
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
学
習
権
の
一
内
容
と
し
て
卒
業
式
に
出
席
す
る
権
利
を
有
し
、
こ
の
権
利
は
中
学
校
長

の
学
校
管
理
運
営
権
限
を
も
っ
て
し
て
も
制
限
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
具
体
的
な
学
習
権
を
実
定
法
上
認
め
る
べ
き
根

拠
は
な
い
し
、
仮
り
に
そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
是
認
す
る
と
し
て
も
、
お
よ
そ
学
校
教
育
は
教
育
を
施
す
側
と
こ
れ
を
受
け
る
側
の
協
調
な
く
し
て
は

成
立
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
中
学
校
生
徒
の
学
校
に
対
す
る
学
習
権
と
は
本
質
的
に
受
動
的
な
学
校
側
あ
る
い
は
教
師
側
に
協
調
し
つ
つ
教
育

を
受
け
取
る
権
利
…
…
で
あ
っ
て
、
学
校
側
、
教
師
側
と
対
立
し
、
こ
れ
と
闘
う
権
利
で
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
、
…
…
被
控
訴
人
は
本
件
卒

業
式
の
段
階
に
お
い
て
か
か
る
意
味
で
の
学
習
権
を
行
使
す
る
意
思
は
既
に
な
か
っ
た
と
す
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
校
長
の
措
置
が
被
控
訴
人

の
学
習
権
を
侵
害
す
る
も
の
と
は
到
底
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」

四
、
卒
業
式
当
日
に
お
け
る
加
害
行
為
に
つ
い
て

　
「
控
訴
人
ら
は
、
〔
被
控
訴
人
に
対
す
る
加
害
行
為
は
〕
被
控
訴
人
が
本
件
卒
業
式
を
混
乱
に
陥
れ
、
一
般
生
徒
ら
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
を
防
ぐ

た
め
の
や
む
を
え
な
い
行
為
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
が
、
…
…
学
校
側
が
教
育
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
平
和
的
説
得
的
な
態
度
に
欠
け
る
も
の
が

あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
」
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
、
控
訴
人
は
被
控
訴
人
に
対
し
て
各
自
一
〇
万
円
の
慰
謝
料
を
支
払
う
義
務
を
負
う
。
原
判
決
主
文
中
、
被
控
訴
人
の
控
訴
人
ら
に
対
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す
る
請
求
を
右
の
限
度
を
超
え
て
認
容
し
た
部
分
を
取
消
す
。
控
訴
人
ら
の
そ
の
余
の
控
訴
並
び
に
被
控
訴
人
の
附
帯
控
訴
を
棄
却
す
る
。

〔
評
　
　
釈
〕

一
、

{
件
訴
訟
の
特
色

　
本
件
訴
訟
に
つ
い
て
し
ぼ
し
ぼ
指
摘
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
、
勤
評
・
学
力
テ
ス
ト
・
教
科
書
裁
判
と
い
っ
た
従
来
の
主
要
な
教

育
裁
判
と
は
異
な
っ
た
構
造
と
争
点
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
教
育
裁
判
は
、
「
国
家
教
育
権
」

論
に
基
づ
く
教
育
へ
の
権
力
的
規
制
に
対
し
て
、
「
国
民
の
教
育
権
」
・
「
国
民
の
教
育
の
自
由
」
の
理
念
を
掲
げ
つ
つ
教
師
や
教
科
書

執
筆
者
の
教
育
の
自
由
を
訴
求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
件
訴
訟
は
「
教
育
権
の
所
在
に
つ
い
て
は
と
も
に
『
国
民
』
に
属

し
、
と
も
に
教
育
の
自
由
の
主
体
で
あ
る
と
こ
ろ
の
生
徒
と
教
師
と
の
間
で
権
利
が
対
立
し
た
事
案
」
（
坤
粥
押
か
畔
癬
課
節
聖
で
あ
る
点
に

特
色
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
兼
子
仁
氏
は
、
内
申
書
記
載
や
単
位
認
定
・
及
落
判
定
と
い
っ
た
「
学
校
教
育
措
置
」
の
違
憲
．

違
法
性
を
学
生
・
生
徒
や
親
が
訴
え
出
る
訴
訟
の
類
型
を
、
学
生
・
生
徒
の
懲
戒
処
分
事
案
と
と
も
に
「
教
育
是
正
的
な
教
育
裁
判
」

と
呼
び
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
当
該
類
型
の
裁
判
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
要
因
と
し
て
、
国
民
．
父
母
の
権
利
意
識

の
高
揚
と
、
学
生
・
生
徒
の
「
学
習
権
」
や
「
親
の
教
育
権
」
に
内
在
す
る
「
学
校
・
教
師
の
教
育
権
の
適
正
行
使
を
要
求
す
る
権
利

性
」
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
謙
肝
伽
融
鞘
荊
糊
二
の
醐
矩
頁
「
教
）
。
森
部
英
生
氏
は
、
こ
の
類
型
の
教
育
裁
判
の
重
要
性
の
指
摘
に
関
連
し
て
、
「
子

ど
も
と
父
母
と
教
職
員
が
国
民
と
い
う
名
の
も
と
に
連
帯
し
て
国
家
（
行
政
）
権
力
に
対
決
し
さ
え
す
れ
ぽ
、
そ
れ
で
も
っ
て
こ
の
国

の
教
育
は
よ
く
な
っ
て
ゆ
く
と
確
信
し
て
や
ま
な
か
っ
た
教
育
運
動
と
、
『
各
学
校
に
お
け
る
教
育
権
と
学
習
権
と
の
交
錯
に
か
ん
し
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て
裁
判
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
最
終
的
手
段
と
心
得
ら
れ
る
べ
き
』
で
あ
る
と
抑
制
を
説
い
て
き
た
民
主
教
育
法
論
に
、

或
る
種
の
再
検
討
を
促
す
こ
と
を
意
味
す
る
」
無
梛
距
誰
臨
譲
轍
弛
艀
剛
轍
鞘
融
四
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
わ
が
国
の
教
育
運
動
に
つ
い
て
森
部
氏
の
ご
と
き
断
定
的
評
価
が
可
能
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
が
、
そ
れ
は
措
く
と
し
て
、
た
し
か
に

本
件
訴
訟
に
お
け
る
争
点
の
形
成
は
、
”
国
家
の
教
育
権
か
、
国
民
の
教
育
権
か
”
と
い
っ
た
従
来
の
パ
タ
ー
ソ
と
は
異
な
る
。
と
も

に
「
国
民
の
教
育
権
」
の
担
い
手
と
さ
れ
る
「
生
徒
」
と
「
権
力
者
と
し
て
振
舞
う
の
で
な
い
教
師
」
縮
矯
熱
）
と
が
対
立
軸
の
両
端

に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
本
件
訴
訟
に
お
い
て
、
教
育
権
の
所
在
を
め
ぐ
る
争
点
が
全
く
後
景
に
退
い
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、

「
教
育
権
」
概
念
を
い
か
に
構
成
す
る
か
に
も
関
わ
る
が
、
評
者
の
理
解
に
よ
れ
ぽ
、
例
え
ば
「
学
習
権
」
・
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」

の
捉
え
方
に
つ
い
て
の
一
審
判
決
と
控
訴
審
判
決
の
後
述
の
よ
う
な
相
違
は
、
教
育
権
の
所
在
に
関
す
る
両
判
決
の
基
本
的
見
解
の
相

違
を
暗
示
す
る
と
思
わ
れ
る
し
、
よ
り
端
的
に
は
、
教
育
評
価
権
及
び
そ
の
一
環
と
し
て
の
内
申
書
記
載
権
の
帰
属
問
題
（
こ
れ
は
本

件
に
お
け
る
直
接
的
な
争
点
で
は
な
い
が
）
に
示
さ
れ
た
両
判
決
の
対
照
の
中
に
、
「
国
家
の
教
育
権
」
説
と
「
国
民
の
教
育
権
」
説

の
如
実
な
対
抗
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
審
判
決
は
、
改
正
前
の
学
校
教
育
法
二
八
条
四
項
（
鶴
轍
備
浦
ボ
現
碩
切
教
）
お
よ

び
四
〇
条
へ
紳
騨
撒
恥
の
）
を
根
拠
に
教
育
評
価
権
と
く
に
内
申
書
記
載
権
・
作
成
権
を
教
師
に
帰
属
さ
せ
、
校
長
は
形
式
的
に
こ
れ
を
対

外
的
に
代
表
す
る
権
限
を
有
す
る
（
学
教
法
二
八
条
三
項
）
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
方
を
と
る
の
に
対
し
、
控
訴
審
判
決
は
、
一
貫
し
て
「
梅
懸
の
自

由
裁
量
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
申
書
作
成
権
を
校
長
の
権
限
と
し
て
捉
え
、
そ
の
根
拠
規
定

を
学
校
教
育
法
施
行
規
則
五
四
条
の
三
（
紳
騨
撒
錺
獺
）
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
内
申
書
作
成
行
為
に
関
し
て
は
、
そ
の
様
式
決
定
権
の

所
在
と
い
っ
た
論
点
も
あ
る
韓
肌
撒
囎
偲
魅
畔
灘
臨
瀦
韓
顯
鱗
継
納
躰
噌
燗
㎝
恥
）
が
、
目
下
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
「
教
師
（
集
団
）
の
教
育
実
践
と

評
価
な
し
に
は
内
申
書
の
作
成
も
不
可
能
で
あ
る
」
亀
耕
哲
賄
掲
）
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
法
論
理
的
に
は
、
内
申
書
作
成
権
を
含
む
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教
育
評
価
権
を
教
師
（
集
団
）
の
職
務
権
限
と
し
て
捉
え
、
校
長
は
対
外
的
表
示
権
と
提
出
義
務
の
み
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
控
訴
審
判
決
は
、
こ
の
教
師
（
集
団
）
の
固
有
の
権
限
を
、
学
校
管
理
権
を
有
す
る
校
長
の
権
限
内
に
と
り
こ
み
、
し
か
も
そ
の

権
限
の
行
使
は
、
教
育
委
員
会
が
作
成
す
る
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
「
実
施
要
綱
」
や
「
指
導
要
録
取
扱
」
等
に
拘
束
さ
れ
る
ほ
か

は
、
校
長
の
自
由
裁
量
で
あ
る
と
説
く
。
内
申
書
作
成
権
を
含
む
教
育
評
価
権
が
「
教
育
権
」
（
そ
の
概
念
を
い
か
に
構
成
す
る
に
せ

よ
）
の
内
包
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ぽ
、
こ
れ
を
教
育
行
政
サ
イ
ド
に
立
つ
校
長
に
帰
属
さ
せ
る
控
訴
審
判
決
は
、
ま
さ

し
く
「
『
国
家
の
教
育
権
』
説
に
立
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
」
（
囎
か
灘
断
藩
鱒
瑚
か
酵
）
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
以
上
み
て
き
た
ご
と
く
、
本
件
訴
訟
に
お
け
る
直
接
的
な
争
点
形
成
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
教
育
権
の
所
在

如
何
と
い
う
原
理
的
争
点
が
潜
在
す
る
こ
と
を
看
過
す
ぺ
き
で
は
な
い
。

二
、
「
学
習
権
」
概
念
の
構
成
と
機
能

　
本
件
訴
訟
に
お
け
る
重
要
争
点
の
一
つ
に
、
生
徒
の
「
学
習
権
」
の
概
念
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る
か
、
又
こ
れ
を
具
体
的
訴
訟
の

場
面
で
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
「
学
習
権
」
と
い
う
比
較
的
新
し
い
権
利
概
念
は
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
教
育
法
理
論
の
展
開
の
過
程
で
、
「
国
家
教
育

権
」
論
に
対
抗
し
う
る
権
利
理
論
の
構
築
と
い
う
課
題
を
受
け
て
提
唱
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
憲
法
二
六
条
の
「
教
育
を
受
け
る

権
利
」
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
解
釈
学
説
は
、
　
一
方
で
は
、
同
条
二
項
の
義
務
教
育
規
定
の
反
面
解
釈
か
ら
国
家
の
教
育
権
を
導
出

し
、
他
方
、
一
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
あ
る
い
は
単
な
る
経
済
的
措
置
要
求
権
規
定
と
捉
え
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
憲
法
教
科
書
の
記
述
も
、
例
え
ば
「
普
通
教
育
は
、
義
務
教
育
で
あ
り
、
し
か
も
無
償
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
点
に
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獅

つ
い
て
は
、
特
に
教
育
を
受
け
る
権
利
を
い
う
実
益
は
少
な
い
。
…
…
教
育
を
受
け
る
権
利
は
、
…
…
貧
乏
人
に
対
し
て
も
、
高
等
教

育
を
受
け
る
可
能
性
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
晧
蜜
講
賄
法
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
経
済
主
義
的
理
解
」
㊥
細
翻
細
糊
」
「
難
奪
批

駄
勉

v
漱坥
ﾕ
）
に
徹
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
受
動
的
・
消
極
的
な
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
論
を
克
服
し
、
こ
の
権
利
を
よ
り
能
動
的

・
主
体
的
な
権
利
と
し
て
再
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
中
で
「
学
習
権
」
が
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
学
習
権
は
、
文
字
通
り
「
”
学
び
”
の
側
か
ら
の
主
観
的
公
権
」
（
聴
師
醐
」
「
灘
賄
階
扱
糊
憐
聴
胴
凝
賄
育
）
で
あ
り
、
「
教
育
主
体
の
権
利
に
た

い
し
て
学
習
主
体
の
自
発
性
を
ふ
く
ん
だ
権
利
」
（
献
概
等
嘱
舐
恥
教
）
を
意
味
す
る
。
こ
の
権
利
は
、
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
の
過
程
そ
の

も
の
に
権
利
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
根
拠
は
、
学
習
こ
そ
が
人
間
的
発
達
・
生
存
さ
ら
に
は
人
類
文
化
の
発
展
の
基
礎
で
あ

る
と
い
う
点
に
あ
る
（
醐
既
頒
歎
翫
撚
噛
姻
醐
齢
翰
蝦
軸
鞭
識
恥
↓
凝
恥
）
。
学
習
権
は
、
そ
れ
自
体
自
己
充
足
的
な
権
利
で
は
な
く
、
こ
の
権
利
の
実

現
の
た
め
の
社
会
的
配
慮
を
要
請
し
、
ま
た
親
の
教
育
の
自
由
、
教
師
の
教
育
権
な
ど
、
教
育
に
関
わ
る
諸
主
体
の
権
能
を
論
理
的
に

基
礎
づ
け
る
。
そ
の
意
味
で
「
狭
義
の
教
育
権
を
予
想
し
そ
の
質
を
問
い
た
だ
す
視
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
義
の
教
育
権
の
構
造
化

に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
契
機
と
な
る
」
（
醐
調
和
賄
》
と
い
っ
て
よ
い
。

　
判
例
理
論
と
し
て
憲
法
二
六
条
解
釈
に
学
習
権
理
論
を
初
め
て
採
り
入
れ
た
の
は
、
第
二
次
教
科
書
訴
訟
の
第
一
審
判
決
（
佃
蘇
欄
糖
曜

晒
瓶

ｿ
配
ﾂ
一¥
判
）
で
あ
っ
た
。
同
判
決
は
「
近
代
お
よ
び
現
代
に
お
い
て
は
、
個
人
の
尊
厳
が
確
立
さ
れ
、
子
ど
も
に
も
当
然
そ
の
人
格

が
尊
重
さ
れ
、
人
権
が
保
障
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
子
ど
も
は
未
来
に
お
け
る
可
能
性
を
持
っ
存
在
で
あ
る
こ
と
を
本
質
と
す
る
か

ら
、
将
来
に
お
い
て
そ
の
人
間
性
を
十
分
に
開
花
さ
せ
る
べ
く
自
ら
学
習
し
、
事
物
を
知
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
を
成
長
さ
せ
る
こ

と
が
子
ど
も
の
生
来
的
権
利
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
の
学
習
す
る
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
教
育
を
授
け
る
こ
と
は
国
民
的
課

題
で
あ
る
」
と
説
示
し
、
学
習
権
を
基
礎
と
し
て
「
国
民
の
教
育
の
自
由
」
の
法
理
を
構
築
し
て
い
る
。
次
に
、
学
力
テ
ス
ト
事
件
最

高
裁
判
決
（
誤
醐
噸
嘔
紫
一
証
恥
二
一
）
も
、
教
育
を
受
け
る
権
利
の
基
底
に
学
習
権
を
措
定
し
、
次
の
よ
う
に
判
示
す
る
。
「
〔
憲
法
二
六
条



鵬

の
〕
規
定
の
背
後
に
は
、
国
民
各
自
が
、
一
個
の
人
間
と
し
て
、
ま
た
、
一
市
民
と
し
て
、
成
長
、
発
達
し
、
自
己
の
人
格
を
完
成
、

実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
を
す
る
固
有
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
、
特
に
、
み
ず
か
ら
学
習
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
は
、
そ

の
学
習
要
求
を
充
足
す
る
た
め
の
教
育
を
自
己
に
施
す
こ
と
を
大
人
一
般
に
対
し
て
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
と
の
観
念
が
存
在
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」
と
こ
ろ
で
、
同
じ
く
学
習
権
に
言
及
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
杉
本
判
決
と
は
異
な
る
結
論
へ
の
布
石
と
し
て
位

置
づ
け
る
判
決
も
あ
る
。
第
一
次
教
科
書
訴
訟
の
第
一
審
判
決
（
舗
碑
粥
漱
紺
献
椋
馳
粥
脱
㎜
勧
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
曰
く
「
現
代
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
親
が
そ
の
子
女
に
対
し
て
自
ら
十
分
な
教
育
を
受
け
さ
せ
、
子
供
の
学
習
権
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、

親
は
自
身
で
責
務
を
果
す
代
り
に
子
供
を
国
ま
た
は
公
共
団
体
の
営
む
学
校
に
入
れ
て
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
教
育
義
務
を

実
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
…
…
現
代
公
教
育
に
お
い
て
は
教
育
の
私
事
性
は
つ
と
に
捨
象
さ
れ
、
こ
れ
を
乗
り
こ
、
兄
、
国

が
国
民
の
付
託
に
基
づ
き
自
ら
の
立
場
と
責
任
に
お
い
て
公
教
育
を
実
施
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
」
高
津

判
決
の
論
理
は
、
子
ど
も
の
学
習
権
を
理
念
的
レ
ベ
ル
で
は
承
認
し
つ
つ
、
こ
れ
に
対
応
す
る
公
的
配
慮
と
そ
の
編
成
原
理
と
し
て
の

議
会
制
民
主
主
義
を
槙
秤
と
し
て
、
最
終
的
に
は
教
育
に
関
す
る
諸
権
能
と
り
わ
け
教
育
内
容
決
定
権
を
ト
ー
タ
ル
に
国
家
に
吸
収
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
は
、
同
一
の
根
拠
か
ら
公
権
力
に
よ
る
教
育
内
容
統
制
を
排
除
す
る
論
理
を
導
い
た
杉
本
判
決
に
対
し

て
、
一
つ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
な
し
て
い
る
。
右
の
事
情
は
、
学
習
権
が
、
「
双
方
の
論
理
が
共
に
よ
っ
て
立
つ
正
当
性
の
根
拠
と
し

て
極
め
て
ア
ソ
ピ
ヴ
ァ
レ
ソ
ト
な
機
能
を
果
た
す
観
念
と
し
て
、
価
値
象
徴
た
る
色
彩
を
お
び
つ
つ
用
い
ら
れ
て
き
た
」
（
鱗
畑
那
矯
癬
噂

窮
琳
）
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
学
習
権
概
念
が
、
歴
史
的
に
は
「
学
習
の
自
由
」
と
し
て
登
場
し
（
蝋
野
α
揃
賄
）
、

受
け
手
の
側
か
ら
公
教
育
制
度
の
質
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
契
機
を
有
す
る
と
同
時
に
、
権
利
保
障
の
た
め
の
公
共
的
配
慮
の
要
請
か
ら
公

権
力
の
介
入
を
招
来
す
る
契
機
を
も
内
包
す
る
と
い
う
「
両
義
性
」
な
い
し
「
包
括
的
理
念
的
性
格
」
を
本
来
的
に
有
す
る
（
糊
伽
』
融
鞘

囎
灘
勤
額
歪
ハ
酬
憩
と
い
う
こ
と
に
も
起
因
し
て
い
る
。
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右
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
学
習
権
が
、
具
体
的
に
い
か
な
る
内
包
・
外
延
に
お
い
て
把
握
せ
ら
れ
、
訴
訟
の
場
面
で
い
か
な
る
機

能
を
営
む
か
と
い
う
問
題
の
解
決
は
、
学
テ
最
高
裁
判
決
以
降
の
学
説
お
よ
び
判
例
理
論
に
委
ね
ら
れ
た
格
好
と
な
っ
た
（
練
釦
葬
龍
鼎

澗
旭
堅
）
。
そ
し
て
、
あ
え
て
い
え
ぽ
、
こ
の
課
題
は
、
学
習
主
体
か
ら
提
起
さ
れ
る
当
該
権
利
侵
害
を
理
由
と
し
た
訴
訟
類
型
の
出
現

な
し
に
は
根
本
的
に
は
解
決
さ
れ
え
な
い
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
類
型
に
定
型
的
に
該
当
す
る
本
件
訴
訟
は
、
し
た
が
っ
て
、

右
の
理
論
課
題
を
客
観
的
に
担
っ
た
訴
訟
と
し
て
、
学
習
権
概
念
を
め
ぐ
る
争
点
の
判
断
を
回
避
し
え
な
い
宿
命
を
背
負
っ
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

　
本
件
第
一
審
判
決
は
、
右
の
課
題
に
つ
い
て
一
定
の
対
応
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
学
習
権
概
念
を
具
体
的
な
訴
訟
の
場
面
で
は

じ
め
て
援
用
し
た
」
（
聴
糊
伽
浄
麗
噌
撫
畑
穣
∀
と
評
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
ま
ず
先
例
で
あ
る
学
テ
最
高
裁
判
決
の
判
断
を
文
言

上
も
ほ
ぼ
踏
襲
し
な
が
ら
憲
法
二
六
条
の
学
習
権
的
理
解
を
説
示
し
（
判
旨
二
e
）
、
次
に
学
習
権
の
具
体
的
内
容
を
、
①
調
査
書
の

記
載
が
「
客
観
的
に
公
正
か
つ
平
等
に
さ
れ
る
べ
き
」
こ
と
に
対
応
す
る
生
徒
側
の
権
利
（
二
⇔
）
、
②
「
高
等
学
校
に
進
学
し
教
育

を
受
け
る
権
利
」
（
二
㈲
）
お
よ
び
③
卒
業
式
に
出
席
す
る
権
利
（
三
）
と
し
て
定
式
化
し
て
い
る
。
右
の
説
示
は
、
従
来
原
理
的
レ

ベ
ル
で
の
み
そ
の
権
利
性
が
承
認
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
学
習
権
の
具
体
的
内
容
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
判
例
史
上
画
期
的

な
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
③
は
、
従
来
の
教
育
法
学
説
で
も
そ
れ
ほ
ど
深
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
卒
業
式
に
つ
い
て
、
そ
の
教
育
的
意

義
を
認
め
た
上
で
説
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
（
黎
洗
触
轄
期
か
補
釦
厳
艀
振
儲
租
腸
レ
姻
柵
顯
り
焼
犀
比
ザ
坪
蠣
レ
臣
審
篠
へ
面
鵬
ボ

腰
罐

N
討¥
朗
紬
紬
謡
描
楚
難
旗
痂
鷲
肪
勃
肋
努
糊
吃
が
端
知
肌
捌
劫
パ
賄
）
。
た
だ
し
、
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
は
、
判
旨
の
立
論
に
若
干
の
暖
昧
さ
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
②
の
「
進
学
す
る
権
利
」
に
つ
い
て
い
え
ぽ
、
こ
れ
を
字
義
通
り
、
生
徒
が
希
望
校

に
自
動
的
に
進
学
す
る
実
体
的
利
益
を
有
す
る
と
い
う
意
味
に
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
現

在
の
学
校
制
度
の
も
と
に
お
い
て
は
、
中
学
校
を
修
了
し
た
者
は
、
高
等
学
校
の
側
の
一
定
の
選
考
制
度
（
あ
る
い
は
選
考
手
続
）
を



恥
経
由
し
、
そ
の
選
考
基
準
に
合
格
し
た
ば
あ
い
の
み
、
そ
の
学
校
へ
の
入
学
を
許
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
構
造
を

さ
ま
た
げ
る
憲
法
上
ま
た
は
制
定
法
上
の
事
由
は
な
い
」
（
鍛
評
鶴
規
壁
振
瞳
か
ら
で
あ
る
。
か
と
い
っ
て
、
高
校
入
学
者
の
選
抜
過
程

が
全
く
法
的
覇
束
を
受
け
な
い
自
由
裁
量
の
領
域
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
実
際
、
高
等
学
校
の
段
階
で
は
、
学
校
教
育
法

施
行
規
則
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
規
則
そ
の
他
が
、
選
考
手
続
に
関
与
す
る
教
育
機
関
の
行
為
を
比
較
的
に
く
わ
し
く
拘
束
し
て
い

る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
っ
て
、
単
純
に
『
裁
量
』
一
般
が
授
権
さ
れ
て
い
る
わ
け
の
も
の
で
な
い
」
（
綱
剛
と
の
で
あ
る
。
こ
の
選
考
手
続

に
お
け
る
裁
量
統
制
の
内
容
は
、
具
体
的
に
は
「
能
力
の
判
定
お
よ
び
合
否
の
決
定
に
お
い
て
、
合
理
的
か
つ
公
正
な
取
り
あ
つ
か
い

を
す
る
」
（
嗣
揃
も
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
選
抜
過
程
に
関
与
す
る
教
育
機
関
の
側
に
か
か
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
対

応
し
て
、
生
徒
の
側
に
は
適
正
手
続
の
下
に
進
学
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
法
的
利
益
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
進
学
す
る
権

利
」
と
は
、
厳
密
に
は
右
の
よ
う
な
意
味
で
の
手
続
法
的
権
利
と
考
え
ら
れ
、
「
選
抜
手
続
上
公
正
な
評
定
・
判
定
の
下
に
保
護
さ
れ

る
べ
き
生
徒
の
法
的
地
位
」
（
塘
畑
か
機
断
霧
癬
㎝
距
ジ
）
あ
る
い
は
「
進
学
へ
の
期
待
権
（
o
昌
鼻
げ
日
o
讐
8
器
8
陣
器
ゲ
一
α
q
ザ
角
＆
暮
帥
二
自
）
」

（
撒ｫ
茄
賄
）
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
原
告
の
主
張
も
、
実
は
、
学
習
権
を
「
公
正
な
手
続
に
よ
る
進
学
の
機
会
を

保
障
さ
れ
る
権
利
」
と
し
て
構
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
判
旨
は
判
然
と
し
な
い
。
つ
ま
り
、
選
抜
過
程
に
お
け
る
手
続
的

適
正
の
要
請
は
、
一
応
は
中
学
校
側
の
出
願
手
続
と
高
校
側
の
選
考
手
続
の
双
方
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
事
案
は
高
校
側
の

合
否
裁
量
を
問
題
と
せ
ず
、
中
学
校
側
に
お
け
る
調
査
書
作
成
の
段
階
で
記
載
裁
量
権
逸
脱
の
違
法
が
あ
っ
た
か
否
か
が
争
わ
れ
た
。
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こ
こ
で
は
、
「
『
公
正
な
記
載
』
に
よ
っ
て
そ
れ
自
体
と
し
て
保
護
保
全
さ
る
べ
き
出
願
手
続
上
の
生
徒
の
『
地
位
』
（
な
い
し
利
益
）
」

（
糠ｾ
静
を
脾
噛
諏
調
畑
賄
浅
）
の
侵
害
の
有
無
が
争
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
判
旨
が
提
示
す
る
学
習
権
の
三
つ
の
内
容
の
う
ち
、

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
①
調
査
書
の
客
観
・
公
正
・
平
等
記
載
義
務
に
対
応
す
る
生
徒
の
権
利
の
侵
害
の
有
無
す
な
わ
ち
調
査
書

記
載
裁
量
に
お
け
る
違
法
性
の
有
無
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
た
、
何
ら
か
の
実
体
的
な
“
合
格
の
利
益
”
の
侵
害
の
有
無
は
問
題
と
な
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な
い
は
ず
で
あ
る
。
判
旨
自
体
、
高
校
側
が
原
告
を
不
合
格
と
し
た
「
決
定
的
理
由
」
の
論
証
に
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
費
し
、
調
査

書
記
載
と
高
校
不
合
格
と
の
間
の
因
果
関
係
を
認
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
高
校
側
の
合
否
裁
量
に
お
け
る
暇
疵
に
ま
で
言
及
す

る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
の
ご
と
く
で
あ
れ
ば
、
手
続
法
的
権
利
の
枠
を
越
え
た
何
ら
か
の
実
体
的
利
益
保
障
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
有
す

る
②
「
進
学
す
る
権
利
」
を
、
学
習
権
の
内
容
と
し
て
、
①
と
は
別
立
て
で
挙
示
す
る
判
旨
は
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
控
訴
審
に
お
け

る
控
訴
人
の
主
張
も
、
原
判
決
の
こ
の
部
分
に
次
の
よ
う
な
批
判
を
加
え
て
い
る
。
「
現
行
制
度
の
下
に
お
い
て
は
、
中
学
校
卒
業
生

は
当
然
に
高
等
学
校
に
進
学
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
高
等
学
校
に
お
い
て
実
施
す
る
入
学
者
選
抜
試
験
に
よ
り
、
そ
の
合
否
の
判
定

の
結
果
、
は
じ
め
て
進
学
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
言
を
要
し
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
判
決
説
示
の
『
進
学
す

る
権
利
』
な
る
も
の
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
極
め
て
あ
い
ま
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
…
…
。
」
（
帷
蜥
鰍
牌
鴨
舘
緬
照
閑
）

　
次
に
、
学
習
権
の
具
体
的
内
容
の
①
に
つ
い
て
は
、
森
田
明
氏
の
示
唆
を
受
け
て
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

判
旨
は
、
一
方
で
調
査
書
記
載
裁
量
権
の
限
界
に
対
応
す
る
生
徒
側
の
被
侵
害
利
益
と
し
て
学
習
権
を
措
定
す
る
（
二
⇔
）
が
、
他

方
、
後
述
の
ご
と
く
、
記
載
裁
量
権
の
直
接
の
制
約
法
理
と
し
て
は
、
生
徒
の
思
想
・
表
現
の
自
由
の
保
障
と
い
う
法
理
を
用
い
て
い

る
（
二
⇔
）
。
判
旨
が
学
習
権
の
具
体
的
内
容
と
し
て
思
想
・
表
現
の
自
由
を
明
示
し
て
い
な
い
以
上
、
被
侵
害
利
益
と
し
て
の
学
習

権
と
制
約
法
理
と
し
て
の
思
想
・
表
現
の
自
由
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
く
、
結
局
判
旨
は
「
ご
く
概
括
的
な
ニ
ュ
ア
ソ
ス
で
学
習
権

を
援
用
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
」
（
鯨
糊
伽
浄
鵬
羅
教
）
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
さ
て
、
今
回
出
さ
れ
た
控
訴
審
判
決
は
学
習
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
て
い
る
か
。
同
判
決
が
こ
の
権
利
に
言
及
し
て

い
る
箇
所
は
、
前
記
判
旨
一
㊨
で
「
被
控
訴
人
の
い
う
学
習
権
あ
る
い
は
進
学
権
が
万
人
に
保
障
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
各

人
の
能
力
に
応
じ
た
分
量
的
制
約
を
伴
う
も
の
…
…
」
と
述
べ
る
部
分
と
、
分
離
卒
業
式
に
関
し
て
、
学
習
権
の
一
内
容
と
し
て
被
控

訴
人
の
主
張
す
る
「
卒
業
式
に
出
席
す
る
権
利
」
は
実
定
法
上
の
根
拠
が
な
い
と
し
、
仮
に
こ
の
観
念
を
是
認
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ



勲
は
本
質
的
に
「
受
動
的
」
な
「
教
育
を
受
け
る
権
利
」
に
す
ぎ
な
い
と
説
示
す
る
部
分
（
三
⇔
）
の
二
箇
所
で
あ
る
。
右
の
説
示
に
つ

い
て
は
、
「
『
生
徒
の
学
習
・
進
学
権
』
が
、
憲
法
的
・
教
育
法
的
に
ほ
と
ん
ど
究
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
部
分
的
言
及
も
、
法
理
論
的
に

は
ほ
と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
い
か
、
き
わ
め
て
珍
奇
な
『
憲
法
・
教
育
法
的
解
釈
』
と
俗
流
教
育
論
を
示
し
て
い
る
」
（
吟
鞘
碍
雄
褥
幣
酪
諏

鴎
聖
と
い
う
概
括
的
な
評
価
が
あ
る
。
も
う
少
し
内
在
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず
判
旨
の
い
う
「
分
量
的
制
約
」
に
つ
い
て
は
、

前
後
の
文
脈
か
ら
し
て
現
行
入
試
制
度
の
下
に
お
け
る
能
力
差
（
競
争
試
験
に
お
け
る
相
対
的
点
数
差
）
に
応
じ
た
選
抜
に
よ
る
制
約

を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
、
そ
の
限
り
で
は
異
論
が
な
い
。
た
だ
し
、
「
能
力
に
応
じ
た
分
量
的
制
約
」
は
そ
れ
以
上
の
も
の
で
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
も
し
判
旨
が
「
能
力
」
を
固
定
的
に
捉
え
、
そ
こ
に
発
達
の
可
能
性
を
見
な
い
ま
ま
教
育
機
会
の
均
等
保
障
を
否
定
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
現
在
の
差
別
・
選
別
教
育
を
追
認
す
る
も
の
で
し
か
な
く
、
憲
法
二
六
条
お
よ
び
教
基
法
三
条
の
教
育
条
理
的
解
釈

に
も
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
判
旨
は
、
右
の
「
分
量
的
制
約
」
論
に
続
い
て
、
調
査
書
が
「
本
人
に
と
っ
て
有
利
な
場
合

は
ラ
イ
バ
ル
に
不
利
に
、
本
人
に
と
っ
て
不
利
な
場
合
は
ラ
イ
バ
ル
に
有
利
に
働
く
」
の
は
「
事
柄
の
性
質
上
当
然
の
こ
と
」
と
述
べ
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て
い
る
が
、
こ
の
論
理
は
、
大
田
発
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
被
控
訴
人
が
本
人
に
と
っ
て
の
（
調
査
書
の
）
不
利
益
記
載
の
違
法
を
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主
張
す
る
の
を
、
他
者
と
の
関
係
に
お
け
る
有
利
・
不
利
の
問
題
に
す
り
か
え
、
こ
れ
を
一
般
的
な
競
争
原
理
で
合
理
化
す
る
も
の
で

あ
り
、
ま
さ
し
く
「
教
育
界
の
悪
習
に
迎
合
し
た
実
に
卑
俗
な
判
断
」
（
歓
罫
蟄
脂
曙
噛
諏
恥
法
）
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　
控
訴
審
判
決
の
学
習
権
論
の
中
で
、
同
判
決
が
そ
の
人
権
感
覚
の
貧
困
を
暴
露
す
る
の
は
、
判
旨
が
こ
の
権
利
を
（
実
定
法
上
の
権

利
と
し
て
は
否
定
し
た
上
で
）
「
本
質
的
に
受
動
的
な
学
校
側
あ
る
い
は
教
師
側
に
協
調
し
つ
つ
教
育
を
受
け
取
る
権
利
」
と
捉
え
る

部
分
で
あ
る
。
学
習
権
の
実
定
法
的
表
現
で
あ
る
教
育
を
受
け
る
権
利
に
つ
い
て
の
伝
統
的
解
釈
学
説
は
、
こ
れ
を
社
会
権
的
基
本
権

の
ヵ
タ
ロ
グ
に
入
れ
、
そ
の
本
質
を
「
客
観
制
度
（
公
教
育
制
度
）
の
下
で
の
受
益
者
の
反
射
的
利
益
」
（
辣
畑
哲
機
訴
鵯
癬
㎝
恥
ジ
）
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
学
習
権
概
念
の
提
唱
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
受
益
者
」
の
側
の
主
観
的
権
利
と
し
て
構
成
す
る
試
み
で
あ
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る
が
、
か
か
る
理
論
史
的
経
過
か
ら
す
れ
ば
、
学
習
権
の
「
受
動
的
」
性
質
を
全
面
的
に
払
拭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
具
体
的
な
権
利
行
使
の
態
様
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
親
権
者
に
よ
る
代
位
な
い
し
媒
介
の
か
た
ち
を
と
る
と
い
う
こ
と

も
、
こ
の
権
利
の
「
受
動
性
」
を
示
す
も
の
と
も
い
い
う
る
。
し
か
し
、
「
こ
の
理
屈
で
い
く
と
、
大
人
の
保
護
を
あ
る
程
度
必
要
と

す
る
子
ど
も
の
人
権
の
全
体
が
受
動
的
な
も
の
と
い
わ
れ
か
ね
な
い
。
」
（
猷
罫
塾
噺
曙
麻
諏
恥
法
）
権
利
行
使
の
態
様
と
権
利
の
本
質
と
は

一
応
区
別
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
ず
、
学
習
権
が
親
・
教
師
等
の
教
育
権
を
基
礎
づ
け
る
権
利
で
あ
り
、
ま
た
「
制
度
化
さ
れ
た
公
共
の
手
に

よ
る
教
育
給
付
の
『
質
』
を
受
け
手
の
側
か
ら
再
検
討
し
チ
ェ
ッ
ク
す
る
変
動
要
因
と
し
て
も
機
能
し
う
る
」
（
聴
細
㍉
硝
㎜
創
臓
鞘
闘
醐
儀
出
蝉
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鴎
即

Z
）
と
す
れ
ば
、
そ
の
本
質
に
お
け
る
能
動
性
・
主
体
性
が
承
認
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
所
与
の
学
校
教
育
と
学
校
秩
序
へ
の
「
協

調
」
を
説
く
控
訴
審
判
決
は
、
も
と
も
と
学
習
権
法
理
を
認
め
な
い
も
の
と
は
い
え
、
「
国
民
各
自
が
、
…
…
自
己
の
人
格
を
完
成

し
、
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
を
す
る
固
有
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
」
を
原
理
的
レ
ベ
ル
で
承
認
し
た
先
例
た
る
学
テ
最
高
裁
判

決
の
線
か
ら
も
大
き
く
後
退
し
て
い
る
と
評
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

三
、
中
学
生
の
思
想
・
信
条
、
言
論
・
表
現
・
政
治
活
動
の
自
由

　
学
習
権
法
理
と
と
も
に
本
件
訴
訟
の
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
中
学
生
の
思
想
・
信
条
の
自
由
、
言
論
・
表
現
お
よ
び
政
治
活
動
の
自

由
を
憲
法
・
教
育
法
的
に
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
争
点
に
つ
い
て
原
告
側
は
、
本
件
調
査
書
記
載
の
違

法
性
を
憲
法
一
九
条
（
思
想
・
信
条
の
自
由
）
お
よ
び
教
基
法
三
条
一
項
（
思
想
・
信
条
に
よ
る
差
別
の
禁
止
）
を
根
拠
と
し
て
主
張

し
た
。
一
審
判
決
は
、
憲
法
一
九
条
な
い
し
二
一
条
（
表
現
の
自
由
）
に
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
に
は
教
基
法
一
条
（
教
育
の

目
的
）
お
よ
び
三
条
か
ら
生
徒
の
思
想
・
信
条
の
自
由
の
保
障
、
言
論
・
表
現
活
動
の
自
由
の
尊
重
義
務
を
導
出
し
、
こ
れ
を
調
査
書



鍋
記
載
権
の
実
体
法
的
裁
量
限
界
と
し
て
い
る
（
判
旨
二
⇔
）
。
右
生
徒
の
自
由
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
「
学
校
側
の
教
育
の
場
と
し
て
の

使
命
を
保
持
す
る
た
め
の
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
」
と
い
う
利
益
調
整
型
の
基
準
を
措
定
し
た
（
二
⇔
）
。
こ
の
一

般
論
を
前
提
と
し
て
、
本
件
原
告
の
各
行
為
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
の
自
我
形
成
に
関
す
る
教
育
学
の
成
果
を
採
り
入
れ
て
「
中
学
生

と
し
て
真
摯
な
政
治
的
思
想
、
信
条
に
基
づ
く
言
論
、
表
現
の
自
由
に
か
か
る
行
為
」
と
認
定
し
、
こ
れ
を
調
査
書
記
載
に
お
け
る
マ

イ
ナ
ス
評
価
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
違
法
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
（
二
㈲
）
。
　
一
方
、
控
訴
審
判
決
は
、
被
控
訴
人
が
確
た
る
思

想
・
信
条
を
有
し
て
い
た
か
は
疑
問
と
し
つ
つ
も
、
教
基
法
三
条
の
平
等
原
則
そ
れ
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
（
判
旨
一
㈲
）
。
し
か

し
、
「
仮
り
に
そ
れ
が
一
定
の
思
想
信
条
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
」
、
「
校
内
の
秩
序
に
害
の
あ
る
よ
う
な
行
動
に
ま
で
及

ん
で
来
た
場
合
」
は
こ
れ
を
選
抜
資
料
に
記
載
し
て
も
違
法
で
は
な
い
と
し
、
内
心
に
お
け
る
思
想
・
信
条
と
そ
の
外
部
へ
の
表
現
行

動
と
の
区
別
論
を
採
用
す
る
（
一
㈲
）
。
被
控
訴
人
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
「
中
学
生
と
し
て
は
明
ら
か
に
異
常
な
行
動
」
と
断
定
し
、

学
校
秩
序
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
平
等
原
則
の
保
障
の
範
囲
外
に
あ
る
行
為
で
あ
る
と
説
示
し
て
い
る
。

　
右
の
論
点
は
、
憲
法
上
の
基
本
的
人
権
が
未
成
年
者
に
ど
の
よ
う
な
態
様
で
保
障
さ
れ
る
か
と
い
う
、
よ
り
一
般
的
な
問
題
に
関
連

す
る
。
憲
法
学
説
上
、
少
年
な
い
し
未
成
年
者
の
人
権
享
有
主
体
性
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
原
則
的
に
承
認
し
た
上
で
、
人
権
の
性
質

に
応
じ
た
最
小
限
度
の
制
約
を
課
す
と
い
う
の
が
通
説
的
対
応
で
あ
る
翁
猷
釜
）
。
思
想
・
信
条
の
自
由
等
の
精
神
的
自
由
権
と
り

わ
け
政
治
的
表
現
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
は
、
未
成
年
者
の
精
神
的
発
達
の
段
階
や
こ
れ
に
対
応
す
る
教
育
的
配
慮
の
あ
り
方
と
い
っ

た
要
素
を
加
味
し
て
そ
の
保
障
と
制
約
の
法
理
を
緻
密
に
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
未
だ
本
格
的
な
究
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
た

だ
、
精
神
的
自
由
権
の
人
権
体
系
中
に
占
め
る
優
越
的
地
位
、
青
少
年
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
政
治
的
関
心
の
尊
重
（
教
基
法
八
条
一

項
の
法
意
）
と
い
っ
た
事
柄
を
考
慮
す
れ
ば
、
未
成
年
者
の
思
想
・
表
現
の
自
由
、
政
治
活
動
の
自
由
に
対
す
る
制
約
は
、
例
え
ぽ
学

校
教
育
活
動
の
重
大
か
つ
明
白
な
物
理
的
侵
害
の
場
合
な
ど
に
限
定
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
単
に
「
教
育
上
好
ま
し
く
な
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い
」
と
い
っ
た
理
由
で
法
的
規
制
を
容
認
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
後
者
の
よ
う
な
場
合
は
、
教
師
の
専
門
性
に

基
づ
く
教
育
指
導
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
癖
融
輝
幻
類
碧
諺
ど
泌
鶴
炉
切
寵
願
ド
）
。

　
未
成
年
者
と
く
に
高
校
生
の
政
治
活
動
は
、
教
基
法
八
条
二
項
の
解
釈
に
関
連
し
て
従
来
か
ら
問
題
と
さ
れ
て
き
た
が
、
行
政
解
釈

は
こ
れ
を
基
本
的
に
制
限
す
る
と
い
う
立
場
を
一
貫
し
て
と
っ
て
い
る
薮
報
撚
踏
蘭
腱
稠
に
瀧
静
海
養
0
レ
猷
測
胴
湘
臨
駈
ウ
砿
炬
ヒ
階
四
敢
邸
曙
槻
塀
島
」
。

そ
の
趣
旨
は
、
未
成
年
者
の
政
治
活
動
は
国
家
・
社
会
の
要
請
す
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
ま
た
そ
れ
は
学
校
の
政
治
教
育
の
目
的
の
実
現

を
阻
害
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
判
例
の
動
向
も
右
の
行
政
解
釈
と
基
調
を
同
じ
く
す
る
。
大
学
生
に
関
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
昭
和
女

子
大
事
件
最
高
裁
判
決
（
蝦
臥
把
訪
州
翻
調
肥
軌
か
㏄
跳
」
は
、
大
学
生
の
政
治
活
動
を
原
則
的
に
は
承
認
し
つ
つ
、
「
学
生
が
学
業
を
疎
か
に

し
、
あ
る
い
は
学
内
に
お
け
る
教
育
及
び
研
究
の
環
境
を
乱
し
、
本
人
及
び
他
の
学
生
に
対
す
る
教
育
目
的
の
達
成
や
研
究
の
遂
行
を

そ
こ
な
う
等
大
学
の
設
置
目
的
の
実
現
を
妨
げ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
場
合
に
は
政
治
活
動
の
規
制
が
許
さ
れ
る
と
説
示
し
た
。
高
校
生

に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
政
治
活
動
を
理
由
と
し
た
退
学
処
分
事
案
に
つ
い
て
下
級
審
判
例
の
集
積
が
あ
る
（
鯨
諒
鍵
翫
峯
簸

猷
鯨
馳
欄
掘
細
耽
一
註
か
躍
℃
勲
蔚
献
棚
彫
瑚
一
説
顎
耀
糊
馳
欄
調
畑
号
〇
三
卸
雛
）
。
い
ず
れ
も
、
先
の
行
政
解
釈
や
前
記
昭
和
女
子
大
事
件
最
高
裁
判
決
と

趣
旨
を
同
じ
く
す
る
が
、
典
型
的
な
判
決
と
し
て
、
昭
和
五
二
年
東
京
高
裁
判
決
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
曰
く
「
〔
高
等
学
校
の
生
徒

は
〕
そ
の
市
民
的
自
由
を
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
政
治
活
動
の
自
由
も
基
本
的
に
は
こ
れ
を
承
認
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
現
に
高
等
学
校
で
教
育
を
受
け
、
…
…
学
校
の
指
導
に
よ
っ
て
政
治
的
識
見
の
基
本
を
養
う
過
程
に
あ
る
生
徒
が
政
治
活
動
を

行
う
こ
と
は
、
国
家
、
社
会
と
し
て
必
ら
ず
し
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
の
政
治
活
動
を
…
…
、
全

く
自
由
な
も
の
と
し
て
是
認
す
る
と
き
は
、
生
徒
が
学
習
に
専
念
す
る
こ
と
を
妨
げ
、
ま
た
、
学
校
内
の
教
育
環
境
を
乱
し
、
他
の
生

徒
に
対
す
る
教
育
の
実
施
を
損
う
な
ど
…
…
〔
の
〕
…
…
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
学
校
側
が
…
…
政
治
活
動
を
…
…
規
制
す
る
こ
と
は

十
分
に
合
理
性
を
有
す
る
…
…
。
」
こ
う
し
た
一
般
的
動
向
の
中
で
、
高
校
生
の
政
治
活
動
を
正
当
と
し
、
「
い
や
し
く
も
指
導
の
名
の



照
も
と
に
自
己
の
政
治
的
信
条
を
押
し
つ
け
た
り
、
生
徒
の
政
治
的
自
由
を
不
当
に
抑
圧
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と

す
る
下
級
審
判
決
も
あ
る
（
鰍
徽
靹
痢
畑
姻
翫
争
恒
か
肛
航
嘲
則
生
）
が
、
文
字
通
り
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
学
説
・
判
例
理
論
の
展
開
の
中
で
、
本
件
事
案
は
中
学
生
の
政
治
活
動
に
関
す
る
最
初
の
裁
判
例
と
し
て
特
異
な
位

置
を
占
め
る
。
そ
し
て
、
本
件
一
審
判
決
が
中
学
生
の
政
治
活
動
の
自
由
を
最
大
限
に
保
障
す
べ
き
で
あ
る
と
説
示
し
た
こ
と
は
画
期

的
な
意
義
を
有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
の
学
説
・
判
例
理
論
の
基
底
に
は
、
義
務
教
育
課
程
に
あ
り
、
か
つ
発
達
心
理
学
上
い
わ
ゆ

る
第
二
反
抗
期
に
位
置
す
る
中
学
生
を
、
高
校
生
・
大
学
生
と
は
区
別
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
そ
れ
は
そ
れ
な
り
に
根
拠
の
あ

る
見
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
中
学
生
の
思
想
・
信
条
、
言
論
・
表
現
の
自
由
を
憲
法
論
と
し
て
構
成

せ
ず
、
教
基
法
の
レ
ベ
ル
で
処
理
し
た
こ
と
に
つ
い
て
批
判
が
提
起
さ
れ
て
お
り
（
紳
騨
森
締
糠
鵬
糎
嗣
然
軌
畑
開
嵯
凱
順
罵
）
、
ま
た
、
教
基

法
一
条
の
「
教
育
の
目
的
」
規
定
か
ら
生
徒
の
思
想
・
表
現
の
自
由
を
導
出
す
る
解
釈
の
合
理
性
に
つ
い
て
も
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る

（
辣
ｨ
距
か
鴎
腓
課
紬
恥
ジ
）
。
な
お
、
本
判
決
は
、
多
義
的
な
「
政
治
活
動
」
概
念
を
整
理
し
、
生
徒
の
政
治
活
動
の
う
ち
「
当
該
中
学
校
の

生
徒
以
外
の
者
が
、
直
接
的
に
は
も
と
よ
り
生
徒
を
通
ず
る
な
ど
し
て
間
接
的
」
に
行
う
政
治
活
動
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
否
定
す
る

が
、
生
徒
の
「
真
摯
な
政
治
的
思
想
、
信
条
に
基
づ
く
言
論
、
表
現
の
自
由
に
か
か
る
行
為
」
は
最
大
限
に
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と
す

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
こ
の
手
法
は
学
生
生
徒
を
不
可
欠
の
構
成
員
と
す
る
学
校
の
党
派
的
な
政
治
教
育
・
政
治
活
動
を
禁
止
す
る
教
基
法
八
条
二
項
の

一
種
の
限
定
解
釈
の
手
法
と
し
て
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
（
坤
粥
沁
か
賭
線
ひ
贈
）
。

　
控
訴
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
同
判
決
が
生
徒
の
内
心
に
お
け
る
思
想
・
信
条
と
外
部
へ
の
表
現
行
動
を
区
別
し
た
点
に
つ
き
、

両
者
の
密
接
な
関
連
性
を
看
過
す
る
も
の
と
の
批
判
が
あ
る
（
榊
嚇
蜘
聾
鑑
羅
覗
跡
蝕
鰹
卜
購
㍗
9
0
罷
頑
一
欺
）
が
、
同
感
で
あ
る
。
ま
た
本
件
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

案
は
、
中
学
生
の
政
治
活
動
の
規
制
一
般
を
問
題
と
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
の
政
治
的
思
想
・
信
条
に
か
か
る
行
為
と
い
う
「
一
般

社
会
通
念
上
強
烈
な
烙
印
効
果
（
。
。
け
凶
σ
q
目
魯
欝
9
仲
ご
ロ
昏
。
2
）
を
営
む
事
実
…
…
を
、
中
学
生
の
進
学
上
の
法
律
関
係
を
直
接
に
左
右



㈲載書査
調

の
長

校学
中
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さ出

提成
作際

の試入校
高

堺
す
る
選
択
資
料
上
の
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
に
記
載
す
る
こ
と
の
是
非
L
（
森
田
・
控
訴
審
評
釈
・
ジ
昌
リ
七
七
三
号
八
九
頁
）
、
換
言
す
れ
ば
、
か
か
る
態
様
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

当
該
自
由
の
制
約
の
是
非
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
控
訴
審
判
決
は
こ
の
問
題
を
政
治
的
表
現
活
動
に
対
す
る
一
般
的
な
制

約
法
理
で
処
理
し
、
結
論
と
し
て
学
校
当
局
に
包
括
的
な
自
由
裁
量
を
認
め
た
。
こ
の
点
は
、
原
判
決
の
争
点
拡
散
化
傾
向
に
対
す
る

リ
ア
ク
シ
ョ
ソ
と
評
さ
れ
る
が
（
融
畑
か
騨
、
被
控
訴
人
の
行
為
を
「
中
学
生
と
し
て
は
明
ら
か
に
異
常
な
行
動
」
と
す
る
事
実
評
価
等

と
と
も
に
、
事
案
の
本
質
へ
の
洞
察
を
欠
く
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
よ
う
。

四
、
調
査
書
記
載
裁
量
権
の
限
界

　
標
記
の
争
点
に
つ
き
、
ま
ず
一
審
判
決
と
控
訴
審
判
決
の
判
示
内
容
を
要
約
す
る
。
一
審
判
決
は
、
前
述
の
と
お
り
調
査
書
記
載
行

為
を
学
校
教
育
法
二
八
条
に
基
づ
く
教
育
評
価
権
の
行
使
と
位
置
づ
け
、
こ
の
教
育
評
価
権
の
裁
量
限
界
を
な
す
も
の
、
し
た
が
っ
て

裁
量
権
逸
脱
・
濫
用
の
司
法
審
査
の
基
準
と
し
て
、
q
D
「
評
定
が
具
体
的
な
事
実
に
基
づ
か
な
い
か
、
評
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
前

提
事
実
の
認
定
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
」
（
事
実
誤
認
）
、
⑭
「
非
合
理
的
も
し
く
は
違
法
な
理
由
も
し
く
は
基
準
に
基
づ
い
て
分
類
さ

れ
た
場
合
」
（
比
例
原
則
）
の
二
つ
を
設
定
し
（
判
旨
二
⇔
）
、
さ
ら
に
後
者
の
基
準
の
具
体
的
内
容
を
、
教
基
法
一
条
・
三
条
を
根
拠

と
す
る
”
生
徒
の
思
想
・
表
現
の
自
由
の
保
障
・
尊
重
義
務
”
の
法
理
で
充
填
し
て
い
る
（
二
⇔
）
。
一
方
、
控
訴
審
判
決
は
、
調
査
書

記
載
裁
量
権
を
学
校
教
育
法
施
行
規
則
五
四
条
の
三
に
基
づ
く
校
長
の
教
育
評
価
権
限
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
た
上
で
、
そ
の
記
載
行
為

は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ソ
で
あ
る
「
東
京
都
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
実
施
要
綱
」
及
び
「
指
導
要
録
取
扱
」
に
拘
束
さ
れ
る
外
は
あ
げ
て
校
長

の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と
し
、
④
判
断
の
前
提
と
な
っ
た
事
実
の
誤
認
、
㈲
判
断
結
果
の
一
見
明
白
な
不
合
理
お
よ
び
0
9
内
心
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

判
断
と
判
断
結
果
と
の
ぞ
こ
な
ど
「
特
段
の
事
情
」
の
な
い
限
り
右
裁
量
権
の
行
使
は
違
法
と
さ
れ
な
い
と
説
示
す
る
（
判
旨
一
⇔
）
。



粥
本
件
調
査
書
記
載
行
為
に
つ
い
て
は
、
記
載
事
項
は
す
べ
て
事
実
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
（
一
e
）
、
右
の
「
特
段
の
事
情
」
も
認
め

ら
れ
ず
、
裁
量
権
の
逸
脱
・
濫
用
は
な
い
と
説
示
し
た
。

　
一
審
判
決
以
来
、
こ
の
争
点
は
本
件
訴
訟
の
中
心
争
点
と
目
さ
れ
、
”
教
師
の
教
育
評
価
権
と
生
徒
の
学
習
権
の
対
抗
”
と
い
う
、

や
や
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
か
た
ち
で
の
議
論
が
進
行
し
た
。
そ
の
シ
ソ
ボ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
議
論
の
レ
ベ
ル
で
の
一
審
判
決
に
対
す
る

評
釈
と
し
て
、
同
判
決
が
「
教
師
の
裁
量
権
尊
重
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
、
慎
重
さ
に
欠
け
る
き
ら
い
が
あ
る
」
（
紳
加
鉦
鎌
期
％
開
齢
竺

卵
蝉
弛
舗
鳩
艦
囎
沁
恥
）
と
す
る
も
の
や
、
教
育
評
価
権
を
憲
法
上
の
権
利
と
せ
ず
下
位
法
に
根
拠
を
求
め
て
学
習
権
に
対
置
さ
せ
た
点
に

問
題
が
あ
る
と
す
る
も
の
（
牌
棚
二
姦
懇
淵
塒
塾
鉱
蝸
卜
尼
似
顛
）
が
み
ら
れ
る
。
か
か
る
議
論
の
根
底
に
は
、
教
育
評
価
と
い
う
す
ぐ
れ

て
教
育
専
門
的
な
事
柄
を
安
易
に
司
法
判
断
に
委
ね
る
こ
と
へ
の
疑
義
が
介
在
し
て
お
り
蘇
財
｝
㌦
露
膚
霧
）
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、

本
件
事
案
の
よ
う
な
学
校
教
育
措
置
の
違
憲
・
違
法
を
主
張
す
る
訴
訟
の
増
加
に
伴
な
い
、
裁
判
所
が
教
育
評
価
な
ど
学
校
．
教
師
の

教
育
実
践
そ
の
も
の
の
法
的
適
否
の
判
断
に
立
ち
入
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
状
況
の
下
で
、
か
か
る
具
体
的
教
育
実
践
に
対
す

る
司
法
審
査
の
能
否
・
限
界
・
方
法
な
い
し
態
様
如
何
と
い
う
原
理
的
論
点
が
一
般
的
に
提
起
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
（
跡
辮
わ
を
嚇
灘
諏
を
傭
加
灘
蝉
曜
縄
舐
選
咽
訊
顎
扇
焔
撤
硝
臨
動
）
。

　
右
の
よ
う
な
原
理
論
的
視
角
か
ら
判
例
動
向
を
瞥
見
す
る
と
、
そ
こ
に
は
「
『
教
育
』
を
一
種
不
確
定
概
念
的
に
と
ら
え
て
そ
こ
に

司
法
審
査
の
及
ば
な
い
広
汎
な
裁
量
余
地
を
認
め
る
」
（
辣
畑
か
磁
斬
嚇
畑
諏
跡
ジ
）
判
例
の
系
譜
、
逆
に
、
教
育
活
動
の
特
殊
性
・
専
門
性
に

無
自
覚
で
あ
り
、
そ
の
法
的
適
否
の
判
断
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
踏
み
込
ん
で
い
る
判
例
の
系
譜
、
お
よ
び
、
前
二
者
の
中
間
に
あ
っ
て
、

教
育
活
動
に
対
す
る
司
法
審
査
に
つ
き
何
ら
か
の
基
準
の
設
定
を
試
み
る
判
例
の
系
譜
と
い
う
、
お
よ
そ
三
つ
の
系
譜
が
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
吐
賄
鵬
卜
働
筋
¶
巌
膨
賦
矧
明
救
瀬
煉
硝
猷
h
繊
鵜
粥
綱
診

　
第
一
の
系
譜
に
属
す
る
判
例
群
の
う
ち
主
要
な
も
の
（
い
ず
れ
も
最
高
裁
）
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
京
都
府
立
医
科
大
学
事
件



謝載
細

査調の長
校

学
中

たれ
さ出提

成
作

際の試入
校高

湘
上
告
審
判
決
（
○
最
臥
躯
紬
都
捌
嬰
一
蹴
押
乱
耳
三
）
は
、
広
義
の
教
育
裁
量
に
属
す
る
学
生
退
学
処
分
を
め
ぐ
る
事
案
の
リ
ー
デ
ィ
ソ
グ
・
ケ
ー
ス

で
あ
る
が
、
判
旨
は
当
該
処
分
が
「
事
実
の
基
礎
を
欠
く
場
合
」
又
は
「
社
会
通
念
上
著
し
く
妥
当
を
欠
く
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場

合
」
を
除
き
、
原
則
と
し
て
「
学
内
の
事
情
に
通
ぎ
ょ
う
し
直
接
教
育
の
衝
に
当
る
も
の
の
裁
量
」
に
任
さ
れ
る
と
し
た
。
学
則
違
反

等
に
基
づ
く
学
生
懲
戒
処
分
事
案
で
あ
る
昭
和
女
子
大
事
件
上
告
審
判
決
（
㊥
も
、
処
分
権
の
発
動
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
方
針
に

基
づ
く
学
校
当
局
の
具
体
的
か
つ
専
門
的
・
自
律
的
判
断
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
い
」
と
し
、
本
件
処
分
を
「
懲
戒
権
者
に
認
め
ら
れ
た

裁
量
権
の
範
囲
内
に
あ
る
も
の
」
と
認
定
し
た
。
こ
れ
ら
懲
戒
処
分
事
案
と
は
区
別
さ
れ
る
狭
義
の
教
育
裁
量
の
領
域
で
は
、
国
立
富

山
大
学
関
係
の
二
つ
の
事
件
の
う
ち
、
単
位
不
認
定
等
違
法
確
認
請
求
事
件
の
上
告
審
判
決
（
撮
臥
鮨
卦
評
糊
翻
篁
一
一
朔
一
嘩
費
一
）
が
注
目
さ
れ

る
。
同
判
決
は
、
単
位
認
定
行
為
を
め
ぐ
る
係
争
は
大
学
と
い
う
「
自
律
的
な
法
規
範
を
有
す
る
特
殊
な
部
分
社
会
」
の
「
内
部
的
な

問
題
」
で
あ
り
、
「
裁
判
所
の
司
法
審
査
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
」
と
説
示
し
た
。
次
に
、
こ
の
系
譜
に
お
け
る
関
連
判
例
と
し
て
、

「
評
価
」
に
関
連
し
た
合
否
判
定
を
め
ぐ
る
事
案
で
あ
る
技
術
士
国
家
試
験
不
合
格
事
件
判
決
（
澱
鳳
短
跡
研
翻
詔
墾
な
卸
）
が
あ
る
。
こ
の

事
件
で
最
高
裁
は
、
国
家
試
験
の
合
否
判
定
も
「
学
問
ま
た
は
技
術
上
の
知
識
、
能
力
、
意
見
等
の
優
劣
、
当
否
の
判
断
」
を
内
容
と

す
る
行
為
で
あ
り
、
「
試
験
実
施
機
関
の
最
終
判
断
に
委
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
」
と
し
て
司
法
審
査
を
否
定
し
た
。
第
二
系
譜
の
判
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
は
、
小
林
武
氏
に
よ
り
事
案
の
性
質
に
応
じ
た
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
（
榊
琳
紬
開
引
楠
軸
融
醇
聖
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
i
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

内
容
・
方
法
そ
れ
自
体
の
法
的
適
否
の
判
断
に
立
ち
入
る
も
の
（
細
難
舗
一
垂
罷
琵
既
哲
、
①
成
績
評
価
の
仕
方
を
問
題
に
し
て
教
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
適
格
性
を
判
断
す
る
も
の
（
諌
糊
縮
胴
o
昭
征
蜀
か
吟
寛
馳
）
、
価
教
師
の
生
徒
に
対
す
る
具
体
的
な
生
活
指
導
の
法
的
適
否
を
判
断
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
畷ъ
ﾐ
離
雛
O
保
肢
胴
紹
調
臥
撫
泥
．
）
、
㊥
教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
司
法
判
断
を
行
な
う
も
の
（
罫
絵
施
鞠
証
『
匹
旭
唖
節
一
）
な

ど
、
か
な
り
多
く
の
判
例
が
こ
の
系
譜
を
形
成
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
第
三
の
判
例
系
譜
で
あ
る
が
、
こ
の
系
譜
で
は
学
生
生
徒
懲
戒
処
分
事
案
を
除
い
た
学
校
教
育
措
置
に
関
す
る
判
例
の
集



拗
積
は
少
な
い
。
た
だ
し
、
本
件
訴
訟
の
中
心
争
点
た
る
教
育
裁
量
の
限
界
の
問
題
の
解
明
に
と
っ
て
、
い
ず
れ
も
示
唆
に
富
む
先
例
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
系
譜
の
う
ち
に
は
、
さ
ら
に
、
教
育
裁
量
限
界
論
の
構
成
手
法
と
し
て
、
裁
量
濫
用
の
判
断
基
準
を
設
定
し
よ
う

と
す
る
も
の
（
裁
量
濫
用
論
）
と
、
裁
量
を
手
続
的
に
統
制
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
も
の
（
適
正
手
続
論
）
と
が
識
別
さ
れ
る
。
前

者
の
手
法
を
と
る
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
国
立
大
学
学
生
に
対
す
る
試
験
の
不
実
施
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
金
沢
大
学
事
件
第
一
審
判

決
（
蝕
鰍
鱗
調
翻
鯉
郵
噌
ぴ
断
酌
行
）
が
あ
る
。
同
判
旨
は
、
大
学
の
教
育
的
措
置
に
対
す
る
司
法
審
査
の
基
準
と
し
て
「
学
生
の
権
利
、
利
益

の
侵
害
と
大
学
教
育
に
お
け
る
専
門
性
、
自
律
性
と
の
比
較
、
較
量
」
と
い
う
基
準
を
立
て
た
上
で
、
試
験
を
実
施
す
る
か
否
か
の
判

断
は
さ
ほ
ど
の
専
門
性
を
要
し
な
い
が
、
そ
の
結
果
如
何
に
よ
っ
て
は
学
生
は
卒
業
あ
る
い
は
進
級
の
機
会
を
失
い
、
重
大
な
権
利
侵

害
を
受
け
る
と
し
て
、
大
学
側
の
裁
量
を
限
界
づ
け
た
。
同
様
の
判
断
は
国
立
富
山
大
学
専
攻
科
修
了
不
認
定
事
件
判
決
（
墾
歪
融
州
調

韻
壕
鷹
研
贈
二
）
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
最
高
裁
は
、
大
学
に
お
け
る
専
攻
科
修
了
の
認
定
行
為
は
、
平
常
の
成
績
評
価
と
い
う
専

門
的
価
値
判
断
を
要
件
と
す
る
小
・
中
・
高
校
の
卒
業
認
定
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
該
認
定
行
為
に
お
い
て
所
定
の
要
件
が
充
足

さ
れ
た
か
否
か
の
司
法
判
断
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
前
二
判
決
は
、
裁
量
濫
用
論
の
構
成
と
し
て
は
、
い
わ
ば
裁
量
行
為
外
在

的
に
限
界
を
設
定
す
る
と
い
う
手
法
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
教
育
裁
量
の
内
部
に
立
ち
入
っ
て
裁
量
限
界
を
定
立
し
た

も
の
と
し
て
伝
習
館
高
校
事
件
第
一
審
判
決
（
調
綱
糊
閣
畑
仮
鋸
卑
勤
恥
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
教
師
の
一
律
成
績
評
価
等
を

理
由
と
す
る
懲
戒
免
職
処
分
を
争
っ
た
事
件
で
あ
る
が
、
判
旨
は
「
生
徒
の
成
績
評
価
権
は
教
師
の
職
務
権
限
に
属
す
る
が
、
〔
そ
の
〕

重
要
性
に
鑑
み
、
教
師
の
恣
意
的
、
独
善
的
な
行
使
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
は
教
育
条
理
に
照
ら
し
首
肯
し
う
る
」
と
し
、
一
律
評
価
は

「
成
績
評
価
権
の
恣
意
的
な
行
使
」
に
該
る
と
説
示
し
た
。

　
次
に
、
適
正
手
続
論
的
手
法
に
よ
り
裁
量
限
界
論
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
次
の
二
判
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
潟
明
訓
高

校
事
件
決
定
（
馨
噸
舟
一
一
貼
）
は
、
私
立
高
校
生
徒
に
対
す
る
原
級
留
置
き
の
決
定
（
落
第
判
定
）
に
つ
き
、
「
〔
生
徒
は
〕
決



㈲載書査
調

の長
校

学
中

たれ
さ出提

成作
際

の試入校
高

捌
定
が
適
正
手
続
に
違
反
し
て
な
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
、
教
育
的
裁
量
権
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
…
、

学
校
に
対
し
進
級
の
再
判
定
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
L
と
し
、
進
級
判
定
会
議
の
構
成
上
の
毅
疵
1
1
適
正
手
続
違
反
を
理
由
と
し
て

再
判
定
申
請
を
認
め
て
い
る
。
公
立
高
校
長
の
入
学
不
許
可
処
分
が
争
わ
れ
た
和
歌
山
県
立
桐
蔭
高
校
事
件
判
決
郵
0
歌
伽
馳
欄
郭
畑
駄
茄
尼
亀

も
、
「
判
定
結
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
試
験
手
続
の
堰
疵
が
あ
る
場
合
や
判
定
そ
の
も
の
が
審
査
・
判
定
機
関
の
恣
意
の
結
果
で

あ
る
た
め
、
…
…
志
願
者
が
不
利
益
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
…
…
専
門
的
・
裁
量
的
な
性
質
を
有
す
る
判
定
で
あ
っ
て
も
、
司
法
審
査

の
対
象
と
し
て
論
議
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
判
示
し
て
い
る
。

　
以
上
、
教
育
裁
量
限
界
論
に
関
す
る
判
例
動
向
を
や
や
詳
細
に
み
て
き
た
。
再
び
本
件
訴
訟
に
立
ち
戻
っ
て
、
二
つ
の
判
決
の
裁
量

限
界
論
を
検
討
し
て
み
ょ
う
。

　
前
記
要
約
の
と
お
り
、
一
審
判
決
は
、
調
査
書
記
載
裁
量
権
の
限
界
と
し
て
事
実
誤
認
お
よ
び
比
例
原
則
の
基
準
を
設
定
し
た
が
、

こ
れ
自
体
は
と
く
に
新
し
い
提
唱
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
判
旨
が
特
色
を
示
す
の
は
、
比
例
原
則
（
裁
量
の
非
合
理
性
）
の
基
準

を
、
生
徒
の
思
想
・
表
現
の
自
由
と
い
う
実
体
的
法
理
に
よ
っ
て
充
填
し
た
点
で
あ
る
。
こ
の
判
断
枠
組
の
下
で
、
判
旨
は
本
件
調
査

書
の
評
定
お
よ
び
記
載
内
容
つ
ま
り
裁
量
行
為
そ
の
も
の
に
内
在
し
て
そ
の
限
界
を
画
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
理
論
系
譜
と
し

て
は
明
ら
か
に
前
記
第
三
系
譜
の
「
裁
量
濫
用
論
」
に
属
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
判
旨
が
採
用
し
た
事
実
誤
認
・
比
例
原
則
と
い
う
限
界

基
準
は
、
従
来
、
主
と
し
て
学
生
・
生
徒
懲
戒
処
分
事
案
に
お
け
る
裁
量
限
界
の
法
理
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
懲
戒

処
分
が
広
義
の
教
育
裁
量
に
含
ま
れ
る
限
り
で
は
、
こ
れ
に
妥
当
す
る
裁
量
限
界
の
枠
組
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
懲

戒
処
分
そ
の
も
の
は
、
教
育
評
価
権
の
行
使
と
い
っ
た
狭
義
の
教
育
裁
量
に
比
ぺ
て
、
（
処
分
対
象
者
の
権
利
侵
害
に
関
連
し
て
）
そ

の
裁
量
領
域
は
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
審
判
決
が
調
査
書
記
載
行
為
を
教
師
の
教
育
評
価
権
の
行
使
と
捉
え
た
上

で
、
な
お
か
つ
懲
戒
処
分
の
判
断
枠
組
を
援
用
し
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
教
育
評
価
権
の
裁
量
範
囲
を
狭
陸
化
し
た
こ
と
に
な
り
、



魏
先
述
の
批
判
を
惹
起
す
る
原
因
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
ま
さ
し
く
「
短
絡
の
う
ら
み
が
残
る
」
（
辣
畑
か
か
雅
緻
囎
取
）
の
で
あ
る
が
、

右
の
事
情
に
は
一
応
の
理
由
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
現
行
調
査
書
の
性
格
（
制
度
理
念
と
運
用
実
態
）
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
制

度
本
来
の
趣
旨
は
、
「
一
回
的
な
学
力
検
査
の
み
に
よ
っ
て
上
級
学
校
に
進
学
す
る
機
会
の
奪
わ
れ
る
の
を
防
止
し
、
生
徒
の
有
す
る

学
習
権
の
継
続
的
保
障
を
図
る
た
め
に
出
身
学
校
に
お
け
る
平
常
評
価
を
生
か
す
」
（
甥
囎
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

運
用
実
態
に
お
い
て
は
、
こ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
選
抜
資
料
と
し
て
の
み
機
能
し
て
お
り
、
あ
ま
つ
さ
え
、
そ
の
記
載
内
容
如
何
に
よ
っ
て

は
生
徒
の
進
学
の
機
会
そ
の
も
の
を
剥
奪
す
る
と
い
う
機
能
さ
え
も
果
た
す
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
右
の
極
端
な
ケ
ー
ス
に
お
い

て
は
、
調
査
書
記
載
・
提
出
行
為
は
懲
戒
処
分
類
似
の
性
格
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
件
事
案
は
ま
さ
に
「
内
申
書
記
載
行
為
が

一
種
懲
戒
処
分
的
に
屈
折
し
て
機
能
し
た
と
こ
ろ
に
生
じ
た
」
（
塘
畑
押
た
曝
騨
課
惚
彫
の
で
あ
っ
た
。
一
審
判
決
が
、
調
査
書
記
載
の
裁
量

限
界
論
の
法
理
と
し
て
懲
戒
処
分
法
理
を
導
入
し
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

　
控
訴
審
判
決
の
裁
量
限
界
論
も
、
一
応
、
事
実
誤
認
・
比
例
原
則
を
裁
量
限
界
基
準
と
し
て
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
捉
え
て

「
教
育
評
価
権
が
制
約
さ
れ
、
違
法
と
な
る
判
断
基
準
に
関
し
て
は
、
両
方
の
判
決
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
（
醐
額
酔
囎

瀞
船
]
蹴
証
瓢
）
と
す
る
評
釈
も
あ
る
。
文
言
上
の
近
似
に
着
目
し
て
の
指
摘
で
あ
ろ
う
が
、
や
や
安
直
に
す
ぎ
、
両
判
決
の
基
準
設
定
に

か
な
り
の
差
異
が
あ
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
。
ま
ず
、
文
言
上
も
、
控
訴
審
判
決
の
場
合
は
二
つ
の
限
界
基
準
に
「
特
段
の
事
情
」

と
い
う
枠
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。
決
定
的
な
の
は
、
同
判
決
が
比
例
原
則
の
基
準
に
つ
い
て
こ
れ
を
実
体
的
に
充
足
す
る
法
的
準
則
を

用
意
し
て
お
ら
ず
、
裁
量
権
者
の
広
範
な
自
由
裁
量
を
既
に
こ
の
段
階
で
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
比
例
原
則
は
、

平
原
春
好
氏
の
い
う
よ
う
に
「
そ
れ
自
体
と
し
て
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
何
が
非
合
理
的
で
あ
る
か
、
違
法
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は

判
断
を
行
う
も
の
の
裁
量
の
入
る
余
地
が
あ
る
。
」
（
牌
蝉
㌔
舞
郵
調
期
）
し
た
が
っ
て
、
一
審
判
決
の
よ
う
に
比
例
原
則
を
補
強
す
る
何

ら
か
の
実
体
的
法
理
を
準
備
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
基
準
性
は
か
な
り
減
殺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
基
準
設
定
の
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鵬
段
階
で
既
に
裁
量
限
界
論
と
し
て
は
不
完
全
な
の
で
あ
る
が
、
判
旨
が
該
基
準
を
事
案
に
具
体
的
に
適
用
す
る
場
面
で
は
、
い
わ
ば
基

準
の
骨
抜
き
と
い
っ
た
事
態
が
進
行
す
る
。
例
え
ば
、
判
旨
は
本
件
調
査
書
記
載
行
為
の
違
法
性
判
断
に
あ
た
っ
て
、
結
局
は
そ
の
記

載
内
容
が
「
事
実
に
即
し
て
い
る
」
と
い
う
一
事
の
み
を
も
っ
て
こ
れ
を
適
法
と
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
判
断
の
前
提
と
な
っ

た
事
実
の
誤
認
」
に
お
け
る
”
事
実
”
と
、
調
査
書
記
載
の
”
事
実
“
と
は
、
厳
密
に
は
同
一
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
（
諸
々

の
”
事
実
μ
の
中
か
ら
特
定
の
”
事
実
”
が
一
定
の
評
価
に
基
づ
い
て
選
択
記
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
）
こ
こ
に
は
、
重
大
な
す
り
か

え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
仮
に
記
載
内
容
の
事
実
性
を
も
っ
て
事
実
誤
認
に
該
ら
な
い
と
し
う
る
も
、
本
件
事
案
に
お
い
て

は
、
事
実
記
載
が
比
例
原
則
違
反
を
阻
却
し
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
る
。
事
実
誤
認
基
準
の
み
を
歪
曲
し
て
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
比

例
原
則
基
準
を
実
際
に
は
無
視
し
て
い
る
控
訴
審
判
決
は
、
こ
こ
で
も
論
理
構
成
の
粗
雑
さ
を
露
顕
さ
せ
て
い
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
通
常
の
学
校
教
育
措
置
を
め
ぐ
る
事
案
に
対
す
る
本
件
事
案
の
特
殊
性
は
、
調
査
書
と
い
う
、
平
常
の
教
育
評
価

と
進
学
手
続
と
の
接
点
に
位
置
す
る
制
度
の
特
殊
性
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
一
応
平
常
評
価
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
調

査
書
自
体
は
、
こ
れ
を
総
括
し
た
「
学
校
の
最
終
的
対
外
表
示
文
書
」
（
壕
畑
セ
機
訴
鷺
畷
跡
」
で
あ
り
、
「
教
育
過
程
の
継
続
的
な
進
行
を

前
提
と
し
た
各
種
の
評
価
文
書
（
例
え
ば
、
通
知
簿
な
ど
）
と
異
な
る
。
」
（
憩
評
醤
規
肺
セ
堰
購
）
こ
こ
で
は
、
「
教
育
評
価
の
属
性
た
る
継

続
姓
」
（
礪
鄭
節
灘
断
諜
糖
煉
卦
肇
が
遮
断
さ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
教
育
評
価
一
般
と
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
調
査
書

が
現
実
に
選
抜
資
料
と
し
て
機
能
し
て
い
る
現
況
の
下
で
は
、
と
く
に
そ
の
人
物
評
価
（
「
行
動
及
び
性
格
の
記
録
」
）
に
つ
い
て
は
、

成
績
評
価
と
は
異
な
っ
た
基
準
が
設
定
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
人
物
評
価
に
つ
い
て
の
要
矯
正
評
定
〔
C
評
定
〕
が
選
抜

資
料
の
わ
ず
か
な
ス
ペ
ー
ス
に
（
自
由
裁
量
記
載
事
項
と
し
て
）
登
場
す
る
場
合
に
は
、
学
業
上
の
相
対
的
点
数
差
の
果
す
機
能
…
…

と
は
異
な
っ
て
、
書
き
方
次
第
で
は
合
理
的
な
差
別
を
こ
え
る
強
烈
な
機
能
（
い
わ
ゆ
る
”
落
と
す
御
機
能
）
を
果
た
す
『
危
険
性
』

が
あ
る
」
（
塘
畑
哲
髄
響
肺
癬
噸
蹄
ジ
）
か
ら
で
あ
る
。
右
の
特
別
な
基
準
の
一
例
と
し
て
、
森
田
氏
は
”
C
評
定
・
理
由
記
載
に
あ
た
っ
て
の



捌
謙
抑
性
の
基
準
“
を
設
定
し
、
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
「
④
著
し
い
烙
印
効
果
に
よ
っ
て
機
会
均
等
原
理
自
体
を
破
壊
し
か
ね
な
い

事
項
へ
の
慎
重
な
配
慮
（
な
か
ん
ず
く
平
等
原
則
と
人
格
権
の
保
護
）
、
⑭
平
常
評
価
と
の
整
合
性
．
集
積
性
の
維
持
と
教
育
関
係
上

の
信
義
則
の
維
持
、
の
内
申
書
作
成
・
提
出
の
制
度
目
的
の
維
持
、
等
」
を
挙
示
す
る
無
旭
二
賄
）
。
調
査
書
記
載
裁
量
の
司
法
審
査
基

準
の
緻
密
化
に
貢
献
す
る
有
益
な
提
唱
で
あ
る
。
右
の
「
烙
印
効
果
」
を
も
た
ら
す
事
項
の
記
載
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
“
そ
れ
が
事

実
で
あ
れ
ば
記
載
が
許
さ
れ
る
”
と
い
う
控
訴
審
判
決
流
の
議
論
と
の
関
連
で
一
つ
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
先
に
評
者

は
、
本
件
事
案
に
お
い
て
”
事
実
記
載
は
比
例
原
則
違
反
を
阻
却
し
な
い
む
と
述
べ
た
。
そ
の
意
味
は
、
調
査
書
の
記
載
に
お
い
て

は
、
仮
に
事
実
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
記
載
を
「
謙
抑
し
す
べ
き
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
事
柄
が
あ
り
、
通
常
、
強
烈
な
ラ
ベ
リ
ソ
グ
効
果

を
伴
う
生
徒
の
政
治
的
思
想
・
信
条
事
項
は
ま
さ
に
こ
れ
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
奥
平
康
弘
氏
は
、
こ
の
趣
旨
を
”
教
育

過
程
に
お
け
る
O
o
ほ
達
〇
三
邑
ぼ
の
法
理
”
と
し
て
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
「
本
来
O
o
駄
筐
o
艮
邑
な
も
の
と
し
て
内

部
に
留
保
さ
れ
て
お
か
れ
る
べ
き
種
類
の
情
報
」
つ
ま
り
「
憲
法
上
保
護
さ
る
べ
き
生
活
領
域
に
か
か
わ
る
情
報
」
は
、
ゆ
え
な
く
第

三
者
（
本
件
の
場
合
は
、
原
告
と
の
間
に
い
ま
だ
教
育
過
程
が
成
立
し
て
い
な
い
受
験
校
）
に
洩
ら
し
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
仮
に

「
あ
っ
た
こ
と
」
（
1
1
事
実
）
で
あ
っ
て
も
、
「
第
三
老
（
あ
る
い
は
社
会
一
般
）
と
の
関
係
に
お
い
て
、
無
縁
な
も
の
．
無
関
係
な
も

の
（
ω
o
B
o
匪
ぎ
o
q
冒
o
ド
〈
m
5
計
ド
山
瞳
o
同
o
暮
）
と
し
て
そ
っ
と
し
て
お
く
」
べ
き
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
玖
評
鶴
規
開
か
畦
購
）
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
法
理
を
導
入
し
た
卓
見
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
本
件
訴
訟
に
つ
い
て
、
最
後
に
、
こ
の
事
案
に
お
け
る
適
正
手
続
論
的
裁
量
限
界
論
の
可
能
性
と
い
う
問
題
に
言
及
し
て
お
く
。

　
一
審
判
決
が
裁
量
濫
用
論
の
手
法
を
と
り
、
調
査
書
記
載
裁
量
行
為
に
内
在
し
て
限
界
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
前
述
の
よ
う

な
調
査
書
制
度
の
運
用
実
態
に
規
定
さ
れ
た
事
案
の
特
殊
性
に
基
づ
く
が
、
他
方
、
こ
れ
に
は
「
内
申
書
が
当
事
者
非
公
開
の
慣
行
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
当
事
者
・
親
か
ら
の
制
度
上
の
接
近
を
可
能
に
す
る
手
続
的
ル
ー
ル
が
存
在
し
な
い
以
上
、
司
法
裁
判
所
に
と
っ
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て
こ
れ
を
手
続
の
蝦
疵
の
側
面
か
ら
判
断
す
る
余
地
は
な
く
、
違
法
を
導
く
た
め
に
は
裁
量
濫
用
論
を
本
判
決
の
よ
う
な
か
た
ち
で
採

る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
」
（
塘
畑
押
た
曝
肺
課
囎
即
）
と
い
う
事
情
も
手
伝
っ
て
い
る
。
右
の
当
事
者
非
公
開
原
則
は
訴
訟
法
上
も
是
認
さ

れ
（
林
耕
期
鮫
鵜
伽
職
稲
環
o
出
輪
↓
o
帯
肚
煉
晴
灘
繭
）
、
ま
た
、
調
査
書
記
載
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ソ
で
あ
る
「
実
施
要
綱
」
お
よ
び
「
指
導
要
録
取
扱
」
は

裁
量
基
準
を
定
め
る
法
規
と
し
て
の
性
格
を
殆
ん
ど
備
え
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
情
も
、
手
続
的
違
法
を
訴
求
す
る
こ
と
を
一
層
困

難
に
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
調
査
書
記
載
行
為
は
依
然
と
し
て
狭
義
の
教
育
裁
量
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
該
裁
量
行
為

に
内
在
し
て
法
的
判
断
を
行
う
裁
量
濫
用
論
は
、
先
に
提
起
し
た
原
理
的
論
点
－
教
育
活
動
に
対
す
る
司
法
審
査
の
能
否
・
限
界
・

方
法
・
態
様
如
何
1
と
の
関
連
で
な
お
問
題
を
残
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
疑
問
を
留
保
す
る
小
林
武
氏
は
、
調
査

書
記
載
行
為
の
手
続
的
統
制
の
手
法
を
次
の
よ
う
な
試
論
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
1
「
内
申
書
記
載
は
教
師
の
広
い
裁
量
に
委
ね

て
記
載
内
容
の
法
的
適
否
の
審
査
に
入
る
こ
と
な
く
、
本
件
の
如
き
内
容
の
記
載
が
あ
る
と
き
に
は
当
時
の
具
体
的
教
育
状
況
に
照
ら

し
て
不
合
格
を
必
然
的
に
招
来
す
る
こ
と
が
推
認
で
き
る
の
に
そ
れ
を
内
申
書
に
記
載
し
こ
れ
を
提
出
し
た
こ
と
、
を
も
っ
て
違
法
を

結
論
す
る
と
い
う
方
法
」
（
勤
甜
麹
勘
器
斎
醐
押
楠
加
賠
）
1
意
欲
的
な
提
言
で
あ
る
が
、
前
記
新
潟
明
訓
高
校
事
件
決
定
な
ど
に
み
ら
れ
る
手

続
的
統
制
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
比
べ
る
と
、
い
ま
だ
裁
量
濫
用
論
の
手
法
を
脱
却
し
き
れ
て
い
な
い
感
が
あ
り
、
こ
の
問
題
の
困
難
さ
を

痛
感
す
る
。
現
行
調
査
書
制
度
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
当
面
は
裁
量
限
界
基
準
（
日
司
法
審
査
基
準
）
を
緻
密
に
設
定
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
当
該
係
争
の
法
的
処
理
を
行
っ
て
い
く
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
時
に
、
政
策
論
と
し
て
、
こ
の
制
度
の
廃
止
を

主
張
す
る
の
で
な
い
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
当
事
者
公
開
原
則
を
確
立
す
る
な
ど
、
係
争
が
自
律
的
（
非
訴
訟
的
）
に
解
決
さ
れ
る
よ

う
、
制
度
の
改
革
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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